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「
全
国
一
斉
記
録
会

「
全
国
一
斉
記
録
会  

サ
ー
ド
・
シ
ー
ズ
ン（
冬
の
記
録
会
）

サ
ー
ド
・
シ
ー
ズ
ン（
冬
の
記
録
会
）」」

1010
ｍ
は
茨
城
県
の

ｍ
は
茨
城
県
の
佐
藤
佐
藤  

義
明
五
段

義
明
五
段
がが
22
度
目
の
日
本
一

度
目
の
日
本
一
!!!!
4・5 面に掲載

　

振
興
協
会
の
地
域
支
部
数
は
前
号
会
報

の
３
６
３
支
部
か
ら
、
さ
ら
に
13
支
部
増
え

て
３
７
６
支
部
に
到
達
し
ま
し
た
。
ま
た
会

員
数
も
前
号
会
報
か
ら
１
８
６
人
増
加
し
て

６
５
４
６
人
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
急
増
を
続
け

て
い
ま
す
。
前
号
会
報
か
ら
の
新
規
支
部
は
左

表
の
通
り
で
す
。

東
京
都
は
31
支
部
、
神
奈
川
・
千
葉
両
県

は
全
国
一
の
41
支
部

茨
城
県
は
28
支
部
、
群
馬
県
は
33
支
部
に

続
伸
。
栃
木
県
は
15
支
部
に
急
増

長
野
県
は
30
支
部
に
到
達
、
奈
良
県
は
４

支
部
へ

　
「
Ｓ
Ｆ
に
り
ん
そ
う
支
部
」
の
土
屋
支
部
長
は

指
導
力
の
あ
る
六
段
の
公
認
指
導
員
。「
西
日
暮

里
あ
い
ぞ
め
支
部
」
の
小
西
支
部
長
は
「
藍
染

の
里
で
親
睦
と
健
康
増
進
に
努
め
た
い
」。

　
「
吹
き
矢
笑
健
支
部
」
の
二
村
支
部
長
は
「
心

身
の
健
康
に
良
い
基
本
動
作
を
た
く
さ
ん
の
人

に
広
め
た
い
」
と
。「
レ
ッ
ツ
玉
川
支
部
」
は

公
認
指
導
員
３
人
を
含
む
16
人
の
伝
統
あ
る
実

力
支
部
、大
屋
支
部
長
は
五
段（
公
認
指
導
員
）。

「
会
員
本
位
の
協
会
の
姿
勢
に
感

謝
」
瀧
澤
功
支
部
長

　
「
千
葉
若
葉
葵
支
部
」
の
瀧
澤
支
部
長
は
六

段
の
上
級
公
認
指
導
員
、
他
団
体
の
教
室
の
講

師
を
務
め
、「
吹
矢
タ
イ
マ
ー
」
を
導
入
し
た

先
駆
者
の
お
一
人
。「
会
員
本
位
の
協
会
の
姿

勢
に
感
謝
、
気
楽
に
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
楽
し
み

た
い
」
と
。

　
「
結
城
え
が
わ
支
部
」
の
石
田
支
部
長
は
優

れ
た
四
段
の
公
認
指
導
員
。「
吹
矢
神
立
息
吹

会
支
部
」
の
酒
井
支
部
長
は
「
健
康
維
持
向
上
・

技
量
向
上
を
目
標
に
日
々
元
気
に
楽
し
く
活
動

し
た
い
」。

　
「
利
根
保
健
生
協
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
健
康
倶

楽
部
昭
和
東
支
部
」
は
３
万
人
の
組
合
員
が
支

え
る
利
根
保
健
生
協
の
15
番
目
の
支
部
。
反
町

支
部
長
は
「
フ
レ
イ
ル
予
防
と
親
睦
を
図
り
た

い
」。

　
「
鹿
沼
愛
好
会
支
部
」
の
大
橋
支
部
長
は
四

段
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
健
康

で
楽
し
い
支
部
を
作
る
」
と
宣
言
。

　
「
塩
釜
小
松
崎
吹
矢
サ
ー
ク
ル
支
部
」
は
町

内
会
の
高
齢
者
の
サ
ー
ク
ル
。
上
野
支
部
長
は

「
会
員
の
交
流
と
健
康
推
進
を
目
指
し
た
い
」。

　
「
安
曇
野
コ
コ
ク
ル
支
部
」
の
松
永
支
部
長

は
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
通
し
て
高
齢
者
、
障
が
い

者
に
活
躍
の
場
を
提
供
す
る
安
曇
野
市
登
録
の

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
つ
む
ぐ
広
場
コ
コ
ク
ル
」

の
代
表
。「
Ｊ
Ａ
城
下
健
康
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
支

部
」
は
桑
原
支
部
長
以
下
11
人
が
Ｊ
Ａ
信
州
う

え
だ
上
田
西
支
所
城
下
店
で
練
習
。

　　
「
奈
良
香
芝
支
部
」
の
川
上
支
部
長
は
五
段

の
公
認
指
導
員
。「
身
体
的
、
精
神
的
な
健
康

の
保
持
を
目
的
に
楽
し
い
支
部
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
。

ど
ん
ど
ん
増
え
る
仲
間
た
ち
！

地
域
支
部
数
３
７
６
支
部
、
会
員
数
６
５
４
６
人

地
域
支
部
数
３
７
６
支
部
、
会
員
数
６
５
４
６
人

４
０
０
支
部
、
会
員
７
０
０
０
人
へ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
！

４
０
０
支
部
、
会
員
７
０
０
０
人
へ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
！

　

躍
動
の
午
年
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
の
後
押
し
の
お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
「
一
般
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
振
興
協
会
」
の
勢
い
は
新
年
か
ら

　

躍
動
の
午
年
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
の
後
押
し
の
お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
「
一
般
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
振
興
協
会
」
の
勢
い
は
新
年
か
ら

全
開
で
す
。
振
興
協
会
創
立
７
年
目
に
入
っ
た
今
年
、
地
域
支
部
数
は
４
０
０
支
部
、
会
員
数
は
７
０
０
０
人
に
向
け
て
早
く
も
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

全
開
で
す
。
振
興
協
会
創
立
７
年
目
に
入
っ
た
今
年
、
地
域
支
部
数
は
４
０
０
支
部
、
会
員
数
は
７
０
０
０
人
に
向
け
て
早
く
も
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
に
入
り
ま
し
た
。
昨
年

ン
に
入
り
ま
し
た
。
昨
年
1212
月
の
「
全
国
一
斉
記
録
会

月
の
「
全
国
一
斉
記
録
会  

サ
ー
ド
・
シ
ー
ズ
ン
（
冬
の
記
録
会
）」
に
は
冬
季
に
も
か
か
わ
ら
ず
１
３
６
８
人
が
参
加

サ
ー
ド
・
シ
ー
ズ
ン
（
冬
の
記
録
会
）」
に
は
冬
季
に
も
か
か
わ
ら
ず
１
３
６
８
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
年
初
恒
例
の
１
月

し
ま
し
た
。
年
初
恒
例
の
１
月
1414
日
の
「
２
０
２
６
年

日
の
「
２
０
２
６
年  

新
年
の
ご
挨
拶
＆
新
春
８
点
的
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
は
、
な
ん
と
応
募
者
が
た
っ
た
二

新
年
の
ご
挨
拶
＆
新
春
８
点
的
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
は
、
な
ん
と
応
募
者
が
た
っ
た
二

日
間
で
定
員
を
超
え
る
大
盛
況
。
一
方
、
年
初
に
は
新
た
に
３
人
の
師
範
、

日
間
で
定
員
を
超
え
る
大
盛
況
。
一
方
、
年
初
に
は
新
た
に
３
人
の
師
範
、
1111
人
の
准
師
範
が
誕
生
、
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
目

人
の
准
師
範
が
誕
生
、
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
目

標
に
向
け
て
指
導
者
の
模
範
と
な
る
師
範
陣
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
午
年
の
今
年
、
振
興
協
会
は
会
員
の
皆
様
と
手
を
携
え
合
っ
て
、
ス
ポ
ー

標
に
向
け
て
指
導
者
の
模
範
と
な
る
師
範
陣
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
午
年
の
今
年
、
振
興
協
会
は
会
員
の
皆
様
と
手
を
携
え
合
っ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
を
「
も
っ
と
楽
し
く
！
」「
も
っ
と
自
由
に
！
」
す
る
た
め
に
馬
力
を
さ
ら
に
Ｕ
Ｐ
さ
せ
ま
す
。

ツ
吹
矢
を
「
も
っ
と
楽
し
く
！
」「
も
っ
と
自
由
に
！
」
す
る
た
め
に
馬
力
を
さ
ら
に
Ｕ
Ｐ
さ
せ
ま
す
。

東京都 「ＳＦにりんそう支部」（土屋敏雄支部長）
「西日暮里あいぞめ支部」（小西正陸支部長）

神奈川県 「吹き矢 笑健支部」（二村春子支部長）
「レッツ玉川支部」（大屋澄夫支部長）

千葉県 「千葉若葉葵支部」（瀧澤功支部長）

茨城県 「結城えがわ支部」（石田宣久支部長）
「吹矢 神立息吹会支部」（酒井光夫支部長）

群馬県 「利根保健生協スポーツ吹き矢健康倶楽部昭和東支部」
（反町玲子支部長）

栃木県 「鹿沼愛好会支部」（大橋勇支部長）

宮城県 「塩釜小松崎吹矢サークル支部」（上野喜久支部長）

長野県 「安曇野ココクル支部」（松永広枝支部長）
「ＪＡ城下健康スポーツ吹矢支部」（桑原龍男支部長）

奈良県 「奈良香芝支部」（川上富士男支部長）

ま
し
た
。

　

認
定
証
授
与
を
前
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
師
範
位
を
追
贈
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

髙
根
六
段
は
振
興
協
会
創
立
と
ほ
ぼ
同
時

に
島
根
県
に
「
斐
川
エ
ア
ポ
ー
ト
支
部
」
を

立
ち
上
げ
、
以
後
も
島
根
県
総
支
部
長
と
し

て
同
県
７
つ
の
支
部
創
立
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。   

　

深
く
感
謝
と
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
准
師
範

新
准
師
範
1111
人
認
定

人
認
定

　

ま
た
振
興
協
会
は
、
福
島
県
の
藤
井
宏
英

五
段
（
上
級
公
認
指
導
員
）「
な
こ
そ
吹
風

支
部
」
支
部
長
、
千
葉
県
「
流

山
市
フ
ジ
タ
カ
支
部
」
の
西
川
泉

五
段（
上
級
公
認
指
導
員
）と「
流

山
市
吹
矢
協
会
」
会
長
の
小
室

陽
一
五
段
（
上
級
公
認
指
導
員
）、

茨
城
県
「
水
戸
葵
支
部
」
の
鶴
田
善
明
五
段

（
支
部
長
・
上
級
公
認
指
導
員
）、
佐
藤
義
明

五
段
（
公
認
指
導
員
）、
佐
藤
芳
江
五
段
（
公

認
指
導
員
）
の
３
人
、「
取
手
ス
カ
イ
・
フ

ク
ロ
ウ
支
部
」
の
田
村
功
六
段
（
上
級
公
認

指
導
員
）、「
古
河
せ
せ
ら
ぎ
支
部
」
の
佐
藤

義
徳
六
段（
上
級
公
認
指
導
員
）、奈
良
県「
奈

良
生
駒
支
部
」
の
三
橋
美
伸
六
段
（
支
部
長
・

上
級
公
認
指
導
員
）、
岐
阜
県
「
可
児
サ
ク

ラ
支
部
」
の
辻
道
博
六
段
（
支
部
長
・
上
級

公
認
指
導
員
）、「
可
児
ば
ら
支
部
」
の
加
藤

秋
寛
五
段
（
支
部
長
・
上
級
公
認
指
導
員
）

の
11
人
を
元
旦
付
で
准
師
範
に
認
定
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
で
振
興
協
会
の
師
範
は
６
人
、
准
師

範
は
22
人
に
な
り
ま
す
。

長
野
県
・

長
野
県
・

熊
本
県
・

熊
本
県
・

島
根
県
・

島
根
県
・

国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
へ
、
師
範
・
准
師
範
を
大
幅
に
増
強

国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
へ
、
師
範
・
准
師
範
を
大
幅
に
増
強

33
人
の
准
師
範
を

人
の
准
師
範
を

新
師
範

新
師
範
に
認
定

に
認
定

 　新春のお慶びを申し上げます。
　２０２１年１２月１日、「一般社団法人スポーツ吹矢振興協会」は名称
を変更した際、会員の皆様に以下の「五つのお約束」をしました。

 ① もっと楽しく！もっと自由に！
 ② 会員の皆様を第一に考える
 ③ 会員の皆様のご意見・ご提案を大切にする
 ④ 費用の垣根を極力低くする
 ⑤「安心」「安全」な用具を継続的にご提供する

　おかげ様で会員の皆様の後押しにより地域支部数は４００支部に迫り
会員様は間もなく７０００人を超す勢いです。

振興協会本部事務局の旗印（指針）は「最終責任者たれ」

　そこで午年の今年、私は振興協会本部事務局の一
年の旗印（指針）を「最終責任者たれ」と定めました。
　「事務局員一人ひとりが最終責任者としての立場で
主体的に責任を果たし会員様・愛好者の期待に応え
てほしい」と考えたからです。
　振興協会は今年も「五つのお約束」を守ります。
　そして「国民的スポーツ」に向けて手綱を絞り皆
様と一緒に勢いをさらに加速させます。

「後ろには誰もいない」
そんな覚悟で会員様に奉仕する

代表理事から
会員の皆様へ

一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会
青柳芳英代表理事

新年のご挨拶で高得点続出 ! 新年のご挨拶で高得点続出 ! 
「２０２６年 新春８点的スポーツ吹矢大「２０２６年 新春８点的スポーツ吹矢大会」会」

　
「
一
般
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
振
興
協

会
」は
指
導
者
の
模
範
と
な
る
最
高
位
の「
師

範
」
に
、
長
野
県
の
有
賀
酉
夫
五
段
（
上
級

公
認
指
導
員
）、
熊
本
県
の
合
志
明
公
六
段

（
上
級
公
認
指
導
員
）、
島
根
県
の
髙
根
俊
夫

六
段
（
上
級
公
認
指
導
員
）
の
准
師
範
三
人

を
新
た
に
元
旦
付
で
認
定
し
ま
し
た
。

　

有
賀
五
段
は
、
長
野
県
東
信
地
区
で
６
支

部
・
５
ク
ラ
ブ
の
総
勢
１
５
０
人
か
ら
な
る

「
上
田
グ
ル
ー
プ
」
の
最
高
顧
問
と
し
て
地

域
の
普
及
活
動
を
牽
引
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
志
六
段
は
「
熊
本
合
志
支
部
」
支
部
長
。

熊
本
県
大
会
・
九
州
大
会
な
ど
九
州
地
区
の

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
普
及
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

髙
根
俊
夫
六
段
は

御
逝
去
に
伴
い
追
贈

　

島
根
県
の
髙
根
六
段
は
昨

年
12
月
18
日
に
御
逝
去
さ
れ

2・3 面に掲載

【1】 令和 8 年 2 月17 日（火）発行一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会 会報



 

２
０
２
６
年
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
「
新
年
の
ご
挨
拶
＆
第
３
回
新
春
８
点
的
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」（「
一
般
社

団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
振
興
協
会
」
主
催
）
が
１
月
14
日
、
東
京
都
中
央
区
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
、
茨
城
、
栃
木
、
新
潟
の
７
都
県
か
ら
定

員
一
杯
の
80
人
の
男
女
ア
ス
リ
ー
ト
が
集
結
、
新
春
初
の
大
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
高
得
点
が
続
出
、
ど
ん
ど

ん
仲
間
が
増
え
て
勢
い
を
増
す
振
興
協
会
の
会
員
の
実
力
も
証
明
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
「
８
点
的
」
で
、

段
位
・
級
位
に
関
係
な
く
全

参
加
者
が
８
ｍ
で
男
女
混
合
、

６
ラ
ウ
ン
ド
の
合
計
点
に
よ

り
順
位
を
競
い
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
の
下
野
和
朗
七
段

「
フ
リ
ー
ダ
ム
川
口
支
部
」、

千
葉
県
の
西
川
敏
幸
六
段
「
流
山
市
フ
ジ
タ
カ
支
部
」

の
両
師
範
を
は
じ
め
強
豪
が
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
中
で
優
勝

し
た
の
は
茨
城
県
の
佐
藤
義
明
五
段
「
水
戸
葵
支
部
」。

２
２
４
点
（
満
点
２
４
０
点
）
の
高
得
点
で
新
年
最
初

の
主
催
大
会
を
制
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
五
段
は
、「
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大

会
」（
第
４
回
・
第
５
回
）、「
青
柳
清
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

大
会
」（
第
２
回
・
第
３
回
）、「
千
葉
・
茨
城
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
広
域
大
会
in
成
田
」、「
第
３
回
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
茨

城
県
大
会
」そ
し
て
２
０
２
４
年
の「
全
国
一
斉
記
録
会
」

（
冬
の
記
録
会
）
を
初
の
２
１
０
点
満
点
で
制
す
る
な
ど

今
を
時
め
く
「
サ
ム
ラ
イ
」
で
す
。

　

準
優
勝
も
同
支
部
の
石
毛
和
一
三
段
。
得
点
は

２
２
１
点
で
し
た
。

　

石
毛
三
段
は
、「
第
５
回 

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
杯
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
大
会
in
流
山
」
６
ｍ
男
女
の
部
優
勝
、「
第
３
回 

青
柳
清
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
８
ｍ
男
女
の
部
優
勝
、

そ
し
て
昨
年
の
「
全
国
一
斉
記
録
会
」（
秋
の
記
録
会
）

８
ｍ
の
部
で
優
勝
す
る
な
ど
急
成
長
中
で
す
。

 　

第
３
位
も
ま
た
同
支
部
支
部
長
の
鶴
田
善
明
五
段
。

得
点
は
２
２
０
点
。

　

鶴
田
五
段
も
一
昨
年
の
「
２
０
２
４
新
春 

８
点
的
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
10
ｍ
男
子
優
勝
、「
第
１
回 

青
柳
清

杯 

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
10
ｍ
男
子
優
勝
、「
第
１
回
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
茨
城
県
大
会
」
10
ｍ
男
子
優
勝
、
そ
し
て

昨
年
の
「
全
国
一
斉
記
録
会
」
の
春
の
記
録
会
（
２
１
０

点
満
点
）
と
秋
の
記
録
会
の
10
ｍ
を
連
覇
し
た
実
力
者
。

　

上
位
３
位
ま
で
を
独
占
し
た
「
水
戸
葵
支
部
」
は
昨

年
９
月
の
「
第
３
回
青
柳
清
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」

の
10
ｍ
男
／
女
・
８
ｍ
・
６
ｍ
の
４
部
門
も
制
覇
し
て

お
り
全
国
の
地
域
支
部
の
目
標
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

こ
の
日
、
准
師
範
に
認
定
さ
れ
た
佐
藤
・
鶴
田
両
五

段
は
門
出
を
飾
り
ま
し
た
。「

一
喜
一
憂
」
の
団
体

戦
も

　

本
競
技
終
了
後
に
は
団
体

戦
も
行
わ
れ
、
競
技
レ
ー
ン

ご
と
に
３
人
１
組
で
各
５
本

吹
き
、
そ
の
合
計
点
を
競
い

ま
し
た
。

　

一
喜
一
憂
の
大
熱
戦
の
結

果
、
鈴
木
佐
多
美
六
段
「
板
橋
区
撫
子
支
部
」、
高
中
弘

美
五
段「
Ｏ
Ｓ
Ｃ
流
山
」、佐
藤
義
明
五
段「
水
戸
葵
支
部
」

チ
ー
ム
が
１
０
８
点
（
満
点
１
２
０
点
）
で
優
勝
し
ま

し
た
。

「
優
勝
」
は
商
品
券
、「
準
優
勝
」「
第
３
位
」

に
は
純
米
大
吟
醸
「
大
成
功
」
贈
呈

　

表
彰
式
で
は
、
優
勝
の
佐
藤
五
段
に
は
賞
状
と
副
賞

の
商
品
券
、
準
優
勝
の
石
毛
三
段
と
第
３
位
の
鶴
田
五

段
に
は
賞
状
と
㈱
ダ
イ
セ
イ
コ
ー
が
老

舗
酒
蔵
と
提
携
し
て
開
発
し
た
純
米

大
吟
醸
「
大
成
功
」
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
４
位
か
ら
10
位
ま
で
の
入
賞

者
に
も
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
10
位
ご
と
の
「
飛
び
賞
」
も
。

「
特
別
賞
」
は
ビ
ッ
ク
サ
ク
セ
ス
新
製
品
の

「
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
１
本
筒
６
８
５
」

　

特
別
賞
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
用
具
の
「
ビ
ッ
ク

サ
ク
セ
ス
」
か
ら
、
筒
の
最
重
量
モ
デ
ル
と
し
て
注

目
を
集
め
る
新
製
品
の
「
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
１
本
筒

６
８
５
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

振
興
協
会
の
堀
井
達
矢
普
及
部
長
と
希
望
者
の「
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
」
大
会
に
よ
り
東

京
都
の
坂
本
恵
雄
五
段
「
北
区

中
央
ク
ラ
ブ
支
部
」
が
見
事
、

特
別
賞
を
手
に
し
ま
し
た
。

「 よ り 内 側 へ 」「 よ り 中 心 へ 」7 都 県 か ら 80 人 が 8 点 的 で 賀 詞 交 換「 よ り 内 側 へ 」「 よ り 中 心 へ 」7 都 県 か ら 80 人 が 8 点 的 で 賀 詞 交 換

高
得
点
続
出
！
振
興
協
会
・
会
員
の
実
力
証
明

茨
城
県「
水
戸
葵
支
部
」の

佐
藤
義
明
五
段
・
石
毛
和
一
三
段
・
鶴
田
善
明
五
段
が
表
彰
台
独
占
!!

田口貴事務局長の田口貴事務局長の
ブログからブログから

２０２６年「新春８点的大会」は２０２６年「新春８点的大会」は
二日間で定員一杯！二日間で定員一杯！
　「新年のご挨拶＆新春８点的大会」は早々に参
加申込み（定員８０人）を締め切ることになりま
した。
　昨年、一昨年は定員にさえ達しなかったのです
が今回は申込み開始から１、２日でしょうか。さ
らに数十人の方にお見送りいただくことになりま
した。
　様々なことが私たちの予測を良い方に上回って
きています。

（2025 年 12 月 15 日）

「８点的は楽しい」「８点的は楽しい」
　「スポーツ吹矢をもっと楽しく、もっと面
白く」出来ないか。
　そうして誕生させたのが「8 点的」です。
　8 点的は「より中心、より内側」を目指す
ようになり腕前が上がります。点差がつきや
すくなり点数計算は頭の体操にもなります。
　何よりも「楽しい」「面白い」
　新春の 8 点的大会は、これら立証する大
会になっています。

振興協会普及部長
用具研究開発担当

堀井 達矢

【２】一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会 会報



雪の新潟から上京雪の新潟から上京
目黒・横田両支部長が前泊参戦目黒・横田両支部長が前泊参戦

　　雪の新潟県から東京都内に前泊して参加したのが目
黒靜夫五段（公認指導員）「えちご柏崎スポーツ吹矢
支部」支部長と横田雅典六段（上級公認指導員）「柏
崎スターマイン支部」支部長のお二人。
　目黒五段は奥様の百合子さんと前日に上京、支部の
８人の仲間を代表して参加しました。これまで新潟県
から日刊スポーツ杯、青柳清杯にも参加した目黒さん
は「今年こそ主催大会１０位に入りたい」と大張り切
りでした。
　また横田六段は新潟の雪を心配して都内に前泊しま

した。「基本動作を理解すると
結果が出る」という横田六段
は振興協会二人目の七段に挑
戦中。
　目黒五段と横田六段のお二
人は今年４月１６日、富山市
で開催される「第１回スポー
ツ吹矢北陸大会」にも出場し
ます。

「年男」「年女」の 7 人に「年男」「年女」の 7 人に
チョコレートのプレゼント チョコレートのプレゼント 

　会場ではこの日、千葉県の西川敏幸師範の奥様で
准師範に認定された西川泉五段「流山市フジタカ支
部」＝写真＝ら午年の７人の「年男」と「年
女」にチョコレートがプレゼントされま
した。
　7 人は少し早いバレンタインデーの贈
り物に大喜び、好きな色のリボンを胸
につけ「干支にあやかって勢いをつけ
たい」と新年初の大会に意気込んでい
ました。

支部の皆の努力に感謝支部の皆の努力に感謝
　「水戸葵支部」が上位３位を独占でき
たのはこの上ない喜びです。
　練習の時から「いつの日か上位を占
めたいね」と言っていましたが、こんな
に早く実現するとは思いませんでした。
　皆の努力には頭が下がります。

鶴田  善明五段鶴田  善明五段（准師範・上級公認指導員）（准師範・上級公認指導員）
水戸葵支部（茨城県）水戸葵支部（茨城県）

試合会場を模した事前練習が功奏す試合会場を模した事前練習が功奏す
　７点的とは違う緊張があり、試合
前半は筒先の揺れが激しかったが後
半には緊張が解けて練習の成果を出
せました。
　試合会場を模した事前の練習が功
を奏し準優勝できたと思います。

石毛 和一三段石毛 和一三段
水戸葵支部（茨城県）水戸葵支部（茨城県）

落ち着いて最後まで集中できた落ち着いて最後まで集中できた
　8 点的大会で初めて優勝できて、と
てもうれしく思っています。最後まで
落ち着いて集中できたことが良い結果
につながりました。
　これからも楽しみながら吹矢に取り
組んでいきます。

佐藤 義明五段佐藤 義明五段（准師範・公認指導員）（准師範・公認指導員）
水戸葵支部（茨城県）水戸葵支部（茨城県）

「 よ り 内 側 へ 」「 よ り 中 心 へ 」7 都 県 か ら 80 人 が 8 点 的 で 賀 詞 交 換「 よ り 内 側 へ 」「 よ り 中 心 へ 」7 都 県 か ら 80 人 が 8 点 的 で 賀 詞 交 換
「新年のご挨拶＆第３回 新春「新年のご挨拶＆第３回 新春「８点的」「８点的」スポーツ吹矢大会」スポーツ吹矢大会」

優 勝   224点 第３位  220点準優勝  221点

◀大武支部長（写真中央）の応
援に駆け付けた娘さんの恵さん

（左）とお孫さんの華さん（右）

入 賞 者 コ メ ン ト

栃木県「矢板栃木県「矢板中中
あたあた

る支部」の大武支部長をる支部」の大武支部長を
娘さんとお孫さんが応援娘さんとお孫さんが応援  

　栃木県「矢板中る支部」の大武光子支部長（二段）を娘
さんの佐々木恵さんとお孫さんの華さんのお二人が会場で
応援、熱戦で盛り上がる会場を和ませました。
　大武支部長の出場を知って会場の近くに住む恵さんと華
さんが会社を休んで応援に駆けつけました。
　大武支部長は昨年 6 月の「第 1 回スポーツ吹矢栃木県大
会」と 9 月の「第 3 回青柳清杯スポーツ吹矢大会」の各マ
スターズ部門を連覇するなど目下、飛ぶ鳥を落とす勢い。
　当日は朝暗いうちから矢板市を出発してきた大武支部長

を恵さんと華さんは「ス
ポーツ吹矢のおかげで元
気でいられてとてもあり
がたい」と頼もしそうに
見守っていました。

「支部の六段位を１０人にしたい」「支部の六段位を１０人にしたい」
西川敏幸師範西川敏幸師範

　この日新たに 11 人の准師範が任命され、千葉県「流
山市フジタカ支部」（支部長＝西川敏幸師範）の准師
範は総勢 5 人となりました。
　この日も同支部と関係団体から大挙 18 人の選手が
出場。西川師範は「今年は六段位を 4 人増やして 10
人にしたい」と新年の抱負を披露してくれました。

「40 点のパーフェクト達成」「40 点のパーフェクト達成」
下野和朗師範に大歓声 下野和朗師範に大歓声 

　各レーンの選手たちが一組になって行
われた団体戦でついに8 点的 40 点のパー
フェクトが達成されました。
　記録したのは振興協会ただ一人の七段
である埼玉県の下野和朗師範「フリーダ
ム川口支部」支部長。達成の瞬間には歓
声と共に大きな拍手が送られました。
　ＮＨＫの朝の看板番組「あさイチ」でスポーツ吹矢の指導
をした下野師範は右腕の負傷でしばらく左手一本のプレーが
続きましたが、ようやく回復「今年こそ八段に挑戦する」と
力強く宣言。

新しい准師範６人の認定式が執り行われました。新しい准師範６人の認定式が執り行われました。
　大会当日には新准師範に認定された６人の認定式も行われました。
　この日出席したのは茨城県「水戸葵支部」の鶴田善明五段（支部長・
上級公認指導員）、佐藤義明五段（公認指導員）、佐藤芳江五段（公
認指導員）の３人、同県「取手スカイ・フクロウ支部」の田村功六段（支
部長・上級公認指導員）、千葉県「流山市フジタカ支部」の西川泉五
段（上級公認指導員）、小室陽一五段（上級公認指導員）の２人。
　６人には振興協会の青柳芳英代表理事から直接、認定証が手渡さ
れ、会場の大きな拍手で祝福されました。

▶写真左より 目黒支部長、横
田支部長

【３】 一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会 会報



冬の記録会 各クラス優勝者 ※記載の段位・級位は記録会時点のものです。

寒さの中でも集中して競技できた
仲間と共にさらなる成長目指す
　「全国一斉記録会」優勝という結果を残すことが
できてありがたく思っています。寒さの中でも集
中して競技できたことが良い記録につながりまし
た。記録会は 2 度目の優勝ですが、これからも仲
間と共に楽しみながら、さらなる成長を目指します。

前回２位からついに優勝奪取
初段昇格目標に精進する
　前回の「秋の記録会」準優勝からついに 1
位を奪取！支部メンバーのレベルが高く、緊
張感に包まれながら記録会に望んでいます。
今後は初段への昇格を目標に精進します。

点数落ちるも運よく優勝できた
次回はいよいよ 10 ｍクラスへ
　前回よりも悪い点数でしたので優勝
は無理だと思っていました。運良く優
勝できたのは嬉しい限りです。次回か
らは 10 ｍクラスでの挑戦となるため良
い成績を残せるように努力します。

大病乗り越えて記録会連覇
１０ｍでも日本一目指す
　前回の「秋の記録会」からの連覇。喜びを
噛みしめています。大病を乗り越え、腹式呼
吸や腕の筋力トレーニングを重ねた結果、体
調も良くなってきました。10 ｍでも日本一を
目指し楽しみながら精進します。

　昨年 9 月に吹矢に出会い、週に 2 回練
習に通っています。まだ始めたばかりで記
録会の上位に入るのは無理です
が、皆と参加できて楽しい
です。緊張しますが、な
により今は生涯スポーツ
として楽しんでいます。

記録会、楽しんでます !!

１３６８人が練習場から交流
　

競
技
は
い
つ
も
の
通
り
男
女
混
合
の
10
ｍ
（
三
段

以
上
）・
８
ｍ
（
初
段
～
二
段
）・
６
ｍ
（
無
級
含
む

１
級
以
下
）
そ
し
て
８
ｍ
の
マ
ス
タ
ー
ズ
（
段
級
位

問
わ
ず
75
歳
以
上
）
の
４
部
門
で
各
６
Ｒ
の
得
点
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

10
ｍ
を
制
し
た
の
は
、
茨
城
県
の
佐
藤
義
明
五
段

「
水
戸
葵
支
部
」。
惜
し
く
も
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
は
逃
し

た
も
の
の
、
２
０
８
点
の
今
大
会
最
高
得
点
を
記
録

し
、
堂
々
の
優
勝
。

　

佐
藤
五
段
は
２
０
２
４
年
の
「
全
国
一
斉
記
録
会

セ
カ
ン
ド
・
シ
ー
ズ
ン
」（
冬
の
記
録
会
）
で
初
の

２
１
０
点
満
点
を
記
録
し
て
優
勝
。
以
来
二
度
目
の

日
本
一
で
「
２
０
２
６
新
春
８
点
的
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

大
会
」
優
勝
に
続
き
准
師
範
認
定
に
花
を
添
え
ま

し
た
。

　

準
優
勝
か
ら
４
位
ま
で
は
２
０
４
点
の
同
点
。
規

定
に
よ
り
準
優
勝
は
「
第
３
回 

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
杯

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
を
制
し
た
神
奈
川
県
の
高
梨

光
正
五
段
「
新
鶴
見
支
部
」、
３
位
は
前
回
「
秋
の

記
録
会
」
優
勝
者
の
茨
城
県
・
鶴
田
善
明
五
段
「
水

戸
葵
支
部
」
そ
し
て
４
位
は
２
０
２
３
年
の
「
冬
の

記
録
会
」を
優
勝
し
た
茨
城
県
の
藤
田
富
代
五
段「
潮

来
支
部
」
と
強
豪
が
占
め
ま
し
た
。

「
な
で
し
こ
」
た
ち
も
奮
戦

「
な
で
し
こ
」
た
ち
も
奮
戦

　

女
性
陣
も
奮
戦
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
の
古
川
昌
子
三
段
「
鹿
屋
中
央
西
原

支
部
」
が
２
０
２
点
で
５
位
、「
第
１
回
青
柳
清
杯

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
女
子
10
ｍ
を
制
し
た
東
京
都

の
石
橋
満
五
段
「
東
京
月
島
支
部
」
が
１
９
８
点
で

９
位
、そ
れ
ぞ
れ
ベ
ス
ト
10
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

８
ｍ
は
茨
城
県
の
石
毛
和
一

８
ｍ
は
茨
城
県
の
石
毛
和
一（
現
在
は
三
段
）

（
現
在
は
三
段
）がが

秋
・
冬
連
覇
達
成

秋
・
冬
連
覇
達
成

　

８
ｍ
の
部
は
茨
城
県
の
石
毛
和
一
三
段
「
水
戸
葵

　

全
国
す
べ
て
の
支
部
、
愛
好
者
が
練
習
場
か
ら
参
加
で
き
る
振
興
協
会
の
「
全
国
一
斉
記
録

会 

サ
ー
ド
・
シ
ー
ズ
ン
」（
冬
の
記
録
会
）
は
、
１
４
７
支
部
・
９
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
か
ら

１
３
６
８
人
の
吹
矢
ア
ス
リ
ー
ト
が
参
加
、
日
頃
の
心
技
練
磨
の
成
果
を
ぶ
つ
け
合
い
ま
し
た
。

各
種
目
と
も
上
位
に
は
全
国
の
名
う
て
の
強
豪
が
ズ
ラ
リ
。
全
国
の
会
員
・
愛
好
者
が
こ
ぞ
っ
て

参
加
で
き
る
記
録
会
は
唯
一
無
二
の
全
国
大
会
に
成
長
し
ま
し
た
。

支
部
」
が
２
０
４
点
で
昨
年
９
月
の「
秋
の
記
録
会
」

に
続
き
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
石
毛
三
段
は
全

員
８
ｍ
の
「
２
０
２
６
新
春
８
点
的
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

大
会
」
で
も
準
優
勝
に
食
い
込
み
今
後
の
活
躍
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

　

準
優
勝
と
３
位
は
と
も
に
２
０
２
点
で
並
び
ま

し
た
が
、
規
定
に
よ
り
、
愛
知
県
の
二
村
彰
彦
二

段
「
ほ
の
く
に
豊
橋
支
部
」
が
準
優
勝
、
兵
庫
県

の
住
井
京
子
さ
ん
「
宝
塚
中
山
中
楽
坊
吹
矢
支
部
」

が
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

６
ｍ
は
兵
庫
県
の
宇
城
恵
一
１
級

６
ｍ
は
兵
庫
県
の
宇
城
恵
一
１
級

が
見
事
リ
ベ
ン
ジ
果
た
し
優
勝

が
見
事
リ
ベ
ン
ジ
果
た
し
優
勝

　

６
ｍ
は
、
兵
庫
県
の
宇
城
恵
一
１
級
「
す
も
と

ア
イ
ア
イ
支
部
」
と
、
埼
玉
県
の
馬
場
俊
行
さ
ん

「
騎
西
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
倶
楽
部
支
部
」
が
と
も
に

２
０
６
点
の
高
得
点
で
並
び
ま
し
た
。

　

規
定
に
よ
り
宇
城
１
級
が
優
勝
、
馬
場
さ
ん
が

準
優
勝
。
宇
城
１
級
は
、
前
回
の
「
秋
の
記
録
会
」

で
の
２
位
か
ら
リ
ベ
ン
ジ
で
つ
い
に
全
国
１
位
を
奪

取
し
ま
し
た
。

　

３
位
か
ら
５
位
ま
で
も
２
０
４
点
の
高
得
点
で

並
び
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
規
定
に
よ
り
３
位
は
宇

城
１
級
と
同
じ
「
す
も
と
ア
イ
ア
イ
支
部
」
の
坂

井
秀
彰
１
級
、
４
位
も
同
支
部
の
岩
本
む
つ
子
１

級
、５
位
は
佐
賀
県
の
細
田
盛
一
２
級
「
唐
津
支
部
」

で
し
た
。

レ
ジ
ェ
ン
ド
ク
ラ
ス「
マ
ス
タ
ー
ズ
部
門
」は

レ
ジ
ェ
ン
ド
ク
ラ
ス「
マ
ス
タ
ー
ズ
部
門
」は

千
葉
県
の
酒
巻
平
六
段
が
秋
・
冬
連
覇

千
葉
県
の
酒
巻
平
六
段
が
秋
・
冬
連
覇

　

レ
ジ
ェ
ン
ド
た
ち
が
顔
を
揃
え
た
75
歳
以
上
の

マ
ス
タ
ー
ズ
部
門
。

　

千
葉
県
の
酒
巻
平
六
段
「
流
山
市
フ
ジ
タ
カ
支

部
」
が
前
回
の
「
秋
の
記
録
会
」
に
続
き
見
事
、

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
も
２
位
か
ら
５
位
ま
で
が
２
０
２
点
の

同
点
。
規
定
に
よ
り
、
準
優
勝
は
茨
城
県
の
天
谷

泰
幸
五
段
「
土
浦
西
支
部
」、
３
位
は
東
京
都
の
小

池
達
哉
五
段
「
文
京
音
羽
支
部
」、
４
位
は
兵
庫
県

の
春
木
正
己
さ
ん
「
お
の
こ
ろ
健
康
吹
き
矢
支
部
」

そ
し
て
５
位
は
茨
城
県
の
永
盛
惠
五
段
「
水
戸
双

葉
台
支
部
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
種
目
の
上
位
３
人
に
は
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
用
具

の
「
ビ
ッ
ク
サ
ク
セ
ス
」
か
ら
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
今
回
も
総
合
順
位
の
50
位
ご
と
に
「
飛
び

賞
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。

全
国
の
仲
間
が
集
う
記
録
会
は
腕
試
し
・
励
み
・
唯
一
無
二
の
大
会

全
国
の
仲
間
が
集
う
記
録
会
は
腕
試
し
・
励
み
・
唯
一
無
二
の
大
会

酒巻 平 六段 公認指導員
流山市フジタカ支部（千葉県）宇城 恵一 1 級

すもとアイアイ支部（兵庫県）

石毛 和一二段
水戸 葵支部（茨城県）水戸 葵支部（茨城県）

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
1 茨城県 佐藤 義明 水戸 葵支部 35 35 33 35 35 35 208
2 神奈川県 髙梨 光正 新鶴見支部 35 31 33 35 35 35 204
3 茨城県 鶴田 善明 水戸 葵支部 31 35 35 35 35 33 204
4 茨城県 藤田 富代 潮来支部 35 33 35 35 33 33 204
5 鹿児島県 古川 昌子 鹿屋中央 西原支部 35 35 33 31 35 33 202
6 茨城県 田村 功 取手スカイ・フクロウ支部 31 35 33 35 31 35 200
7 東京都 山﨑 英昭 東京月島支部 33 33 31 33 35 35 200
8 千葉県 広渡 栄一 東習吹矢会支部 33 33 35 31 33 35 200
9 東京都 石橋 満 東京月島支部 35 29 33 35 33 33 198

10 新潟県 横田 雅典 柏崎スターマイン支部 31 33 33 35 33 33 198
11 茨城県 佐藤 義徳 古河せせらぎ支部 33 33 31 35 33 33 198
12 千葉県 林 誠 流山市フジタカ支部 33 35 33 31 33 33 198
13 千葉県 西川 敏幸 流山市フジタカ支部 33 35 33 27 33 35 196
14 神奈川県 井口 友好 新鶴見支部 35 31 33 31 35 31 196
15 高知県 野村 干城 岩村支部 35 33 33 29 33 33 196
16 鹿児島県 山口 恵子 鹿屋中央支部 35 31 29 33 31 35 194
17 奈良県 村田 純一 奈良生駒支部 33 29 35 31 35 31 194
18 千葉県 篠田 利男 成田支部 31 31 35 35 33 29 194
19 長野県 平川 三知子 信州ききょう支部 27 33 33 33 33 35 194
20 茨城県 山中 順子 取手スカイ・フクロウ支部 31 33 33 31 31 35 194
21 栃木県 湯澤 正樹 矢板ながみね支部 31 33 33 31 33 33 194
22 埼玉県 林 真 南彩白岡（土日会）支部 35 31 31 31 35 29 192
23 新潟県 近藤 幸敏 柳都にいがた支部 31 33 31 29 33 35 192
24 長野県 田中 郁衣 長野大豆島支部 31 31 29 33 35 33 192
25 茨城県 山本 栄一 取手かわせみ支部 31 33 31 29 35 33 192

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
26 福島県 吉田 弘 スポーツ吹矢はらまち愛好会支部 31 35 25 31 33 35 190
27 長野県 北澤 紀子 信州ききょう支部 27 31 33 31 33 35 190
28 茨城県 土屋 秀行 取手スカイ・フクロウ支部 31 29 29 33 35 33 190
29 鹿児島県 永尾 敬子 鹿屋中央支部 33 35 27 31 31 33 190
30 奈良県 田伏 広充 奈良生駒支部 33 31 31 29 35 31 190
31 茨城県 薄井 喜一 水戸 葵支部 29 31 33 33 33 31 190
32 茨城県 門脇 敏夫 牛久かっぱの里（中央）支部 35 35 29 35 21 33 188
33 茨城県 田沼 敏子 古河せせらぎ支部 29 35 33 25 35 31 188
34 東京都 鷹野 久恵 北区中央クラブ支部 35 35 27 31 29 31 188
35 茨城県 石塚 博 土浦西支部 29 31 31 29 33 35 188
36 千葉県 伊藤 文隆 野田支部 31 31 31 29 31 35 188
37 茨城県 佐藤 芳江 水戸 葵支部 31 35 29 31 31 31 188
38 茨城県 大髙 哲 日立なごみ支部 33 35 29 29 31 31 188
39 千葉県 小高 光二 流山市フジタカ支部 35 33 33 25 31 31 188
40 埼玉県 宇内 充 流山市フジタカ支部 33 29 29 33 31 33 188
40 東京都 小林 茂夫 東京月島支部 33 29 29 33 31 33 188
42 千葉県 藤村 マサ子 流山市フジタカ支部 33 31 31 29 31 33 188
43 茨城県 清水 美夫 取手かわせみ支部 31 31 31 33 33 29 188
44 長野県 井出 貴久 信州丸子支部 29 33 33 33 31 29 188
45 埼玉県 間々田 耕造 南彩白岡支部（土日会）（JFA 全国吹矢クラブ連合会） 31 33 31 33 31 29 188
46 千葉県 高中 弘美 NPO 法人 おおたかスポーツコミュニティ流山 OSC 流山 29 35 27 29 35 31 186
47 茨城県 山口 富男 笠間中央支部 33 27 35 31 35 25 186
48 神奈川県 髙橋 陽子 新鶴見支部 29 29 35 31 29 33 186
49 千葉県 杉原 良行 成田支部 31 33 35 31 25 31 186
50 千葉県 花井 勇太朗 千葉 若葉桐花支部 31 31 29 31 35 29 186

1010
ｍ
の
部

ｍ
の
部

10 ｍの部 10 ｍの部 優勝優勝 ８ｍの部 ８ｍの部 優勝優勝

６ｍの部 ６ｍの部 優勝優勝 マスターズの部 マスターズの部 優勝優勝

佐藤 義明五段 准師範・公認指導員佐藤 義明五段 准師範・公認指導員
水戸 葵支部（茨城県）水戸 葵支部（茨城県）

山田 和子さん山田 和子さん
矢板ながみね支部（栃木県）矢板ながみね支部（栃木県）

10
ｍ
は
無
敵
！
茨
城
県
の
佐
藤
義
明
五
段
が
２
０
８
点
で
再
び
頂
点
に
立
つ

【４】一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会 会報



全国の順位がわかる記録会

全国一斉記録会サード・シーズン（春の記録会）日程

実施期間 2026 年 3 月 1 日～ 3 月 21 日内の各支部、個人の練習日

報告期間 実施日～ 2026 年 3 月 31 日まで

集計結果 2026 年 4 月内に集計の上、全成績、順位をＨＰ上にて公開

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
1 茨城県 石毛 和一 水戸 葵支部 35 33 35 35 31 35 204
2 愛知県 二村 彰彦 ほのくに豊橋支部 35 31 33 35 33 35 202
3 兵庫県 住井 京子 宝塚中山中楽坊吹矢支部 33 33 33 33 35 35 202
4 茨城県 石井 直人 土浦西支部 33 33 33 31 35 35 200
5 茨城県 石田 敏彦 霞ヶ浦山百合支部 31 31 33 35 35 33 198
6 福島県 渡部 仁子 スポーツ吹矢はらまち愛好会支部 33 33 33 31 33 35 198
7 埼玉県 吉田 孝 騎西スポーツ吹矢倶楽部支部 33 33 33 33 35 31 198
8 茨城県 塙 富治 霞ヶ浦山百合支部 33 33 33 33 33 33 198
9 宮城県 郡司 貞雄 宮城名取が丘カーナ支部 35 33 29 31 35 33 196

10 茨城県 久保田 善二郎 霞ヶ浦山百合支部 33 31 31 35 33 33 196
11 岐阜県 多賀 俊勝 岐阜・西濃広域支部 33 35 33 33 31 31 196
12 茨城県 天田 功 日立なごみ支部 33 33 31 33 33 33 196
13 岐阜県 石崎 栄子 岐阜・西濃広域支部 33 33 33 33 31 33 196
14 茨城県 黒田 治夫 霞ヶ浦山百合支部 31 31 31 35 35 31 194
15 茨城県 地主 興二 日立かねはた支部 35 31 31 31 33 33 194
16 長野県 中村 聡子 信州ききょう支部 31 33 31 33 33 33 194
17 栃木県 平山 祐子 矢板ながみね支部 33 31 33 31 33 33 194
18 福島県 鈴木 富子 いわき 35 支部 27 33 31 35 31 35 192
19 長野県 沢山 朱美 上田市 かわせん吹矢の会支部 31 35 31 33 35 27 192
20 千葉県 茂木 行雄 船橋サザンカ支部 27 33 31 33 35 33 192
21 山形県 渡部 幸子 山形やませみ支部 33 31 29 33 35 31 192
22 栃木県 人見 裕子 足利さいこう支部 31 31 31 35 33 31 192
23 茨城県 藤澤 アキ子 日立かねはた支部 33 33 31 31 35 29 192
24 岐阜県 小木曽 博 チーム瑞浪支部 35 33 31 33 33 27 192
25 埼玉県 岩田 忠男 秩父支部 31 31 33 33 31 33 192

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
1 千葉県 酒巻 平 流山市フジタカ支部 31 35 35 35 35 35 206
2 茨城県 天谷 泰幸 土浦西支部 31 35 35 31 35 35 202
3 東京都 小池 達哉 文京音羽支部 31 33 33 35 35 35 202
4 兵庫県 春木 正己 おのころ健康吹き矢支部 35 33 33 33 33 35 202
5 茨城県 永盛 惠 水戸双葉台支部 33 33 33 35 35 33 202
6 兵庫県 藤里 晃 おのころ健康吹き矢支部 35 35 35 29 31 35 200
7 山梨県 髙野 晴弘 甲府ひまわり支部 31 35 33 33 33 35 200
8 香川県 廣岡 和三 丸亀飯野吹矢クラブ支部 33 35 31 35 35 33 200
9 茨城県 鈴木 津紀子 取手かわせみ支部 33 33 33 35 33 33 200

10 神奈川県 渡辺 孝 六浦悠々会支部 35 31 31 35 31 35 198
11 千葉県 朝岡 正昭 スポーツ吹矢西部西船支部 33 29 33 33 35 35 198
12 岐阜県 松岡 利治 岐阜・西濃広域支部 33 33 35 31 31 35 198
13 茨城県 大竹 浩 取手かわせみ支部 31 31 33 35 35 33 198
14 茨城県 澤田 和之 日立諏訪支部 35 33 35 33 29 33 198
15 埼玉県 小用 五郎 スポーツ吹矢八潮花桃支部 33 35 31 33 35 31 198
16 福島県 佐藤 幸信 スポーツ吹矢はらまち愛好会支部 33 31 33 33 33 35 198
17 熊本県 合志 明公 熊本合志支部 33 33 31 33 35 33 198
18 茨城県 百々塚 光征 日立諏訪支部 35 33 31 33 33 33 198
19 茨城県 八巻 清春 取手かわせみ支部 31 33 33 35 31 33 196
20 神奈川県 橋口 茂生 横須賀ハマユウ支部 33 33 31 33 35 31 196
21 茨城県 小沼 忠男 取手かわせみ支部 33 33 33 31 33 33 196
22 長野県 吉田 徳治 大豆島上区はつらつ倶楽部 スポーツ吹き矢の会支部 31 27 31 35 35 35 194
23 宮城県 西條 勇 愛島ドリーム支部 35 33 35 29 31 31 194
24 兵庫県 殿水 幸雄 宝塚中山中楽坊吹矢支部 35 33 31 31 33 35 194
25 千葉県 廣 紀治 千葉 若葉桐花支部 35 31 33 33 29 33 194

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
1 兵庫県 宇城 恵一 すもとアイアイ支部 33 33 35 35 35 35 206
2 埼玉県 馬場 俊行 騎西スポーツ吹矢倶楽部支部 35 35 33 33 35 35 206
3 兵庫県 坂井 秀彰 すもとアイアイ支部 35 35 33 31 35 35 204
4 兵庫県 岩本 むつ子 すもとアイアイ支部 31 35 35 35 33 35 204
5 佐賀県 細田 盛一 唐津支部 35 35 33 35 31 35 204
6 岐阜県 加藤 定雄 岐阜・西濃広域支部 35 33 33 31 35 35 202
7 兵庫県 橋本 馨 すもとアイアイ支部 35 33 35 31 33 35 202
8 埼玉県 諏訪 淳 騎西スポーツ吹矢倶楽部支部 35 35 33 31 33 35 202
9 岐阜県 小島 康 ぎふ・さかほぎ支部 35 33 31 35 31 35 200

10 埼玉県 清川 弘子 大滝公民館スポーツ吹矢クラブ 33 35 31 33 35 33 200
11 茨城県 馬場 裕子 土浦西支部 33 33 33 33 33 35 200
12 埼玉県 梅澤 稔 騎西スポーツ吹矢倶楽部支部 33 33 33 33 35 33 200
13 千葉県 木村 順子 市原アローズ支部 33 33 33 35 33 33 200
14 栃木県 阿久津 美咲 矢板ながみね支部 33 31 33 31 35 35 198
15 埼玉県 清川 しず 大滝公民館スポーツ吹矢クラブ 35 29 33 33 35 33 198
16 兵庫県 岩本 英治 すもとアイアイ支部 33 33 33 31 35 33 198
17 東京都 馬場 敏雄 北区中央クラブ支部 29 31 35 31 35 35 196
18 兵庫県 中原 秀美 すもとアイアイ支部 35 29 35 33 29 35 196
19 徳島県 佐藤 忠子 ポコ・ア・ポコ・吹矢あなん支部 35 29 31 33 33 35 196
20 埼玉県 鈴木 正夫 騎西スポーツ吹矢倶楽部支部 33 31 35 33 35 29 196
21 愛知県 中野 治美 ほのくに豊橋支部 35 35 31 33 33 29 196
22 福島県 吉田 秀男 いわきスカイブルー支部 31 31 33 33 33 35 196
23 長野県 中嶋 実 長野シナノキ支部 31 33 33 31 33 35 196
24 岐阜県 小野 美津子 ひだ高山支部 33 33 33 29 33 35 196
25 兵庫県 安倍 君子 すもとアイアイ支部 31 31 29 35 33 35 194

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
26 茨城県 吉田 寿治 水戸 葵支部 33 31 31 33 33 31 192
27 東京都 森川 千秋 北区中央クラブ支部 31 27 35 29 35 33 190
28 茨城県 中村 美佐子 古河せせらぎ支部 35 27 31 29 35 33 190
29 山形県 大滝 康博 チームしらたかプラス支部 35 35 25 31 31 33 190
30 熊本県 濱島 政広 熊本合志支部 27 31 35 33 33 31 190
31 長野県 大畑 好美 信州ききょう支部 31 27 33 33 33 33 190
32 埼玉県 杉田 義雄 騎西スポーツ吹矢倶楽部支部 29 33 31 33 31 33 190
33 神奈川県 白石 いくえ 横須賀ハマユウ支部 33 31 31 31 31 33 190
34 埼玉県 岸 敏男 大滝公民館スポーツ吹矢クラブ 33 29 33 33 29 33 190
35 岐阜県 上田 稔 チーム瑞浪支部 31 33 31 33 31 31 190
36 栃木県 大桶 冬樹 矢板ながみね支部 35 33 35 31 29 25 188
37 茨城県 松浦 芳治 霞ヶ浦山百合支部 29 29 31 31 33 35 188
38 埼玉県 加藤 喜久夫 秩父支部 31 33 27 31 31 35 188
39 茨城県 松本 洋子 潮来支部 31 31 35 29 29 33 188
40 岡山県 音川 圭代 岡山春辺支部 33 33 31 31 27 33 188
41 福島県 髙玉 真理子 スポーツ吹矢はらまち愛好会支部 31 33 27 33 33 31 188
42 岐阜県 生田 邦雄 ひだ高山支部 33 33 29 33 33 27 188
43 鹿児島 的場 愛子 鹿屋中央支部 33 31 29 27 31 35 186
44 山形県 本石 貞一郎 チーム平野支部 25 31 35 29 33 33 186
45 茨城県 浅見 勝晴 牛久かっぱの里（三日月）支部 33 31 25 35 31 31 186
46 福島県 渡邉 芳彦 いわき塩屋崎支部 31 31 35 31 31 27 186
47 京都府 岡崎 勝弥 髙野吹矢クラブ支部 29 31 31 29 33 33 186
48 千葉県 小原 隆一 流山市フジタカ支部 29 33 29 31 31 33 186
49 千葉県 青栁 久美子 千葉 若葉桐花支部 33 31 33 27 29 33 186
50 茨城県 宇佐美 洋子 日立諏訪支部 33 31 27 31 33 31 186

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
26 千葉県 加藤 勇助 八街スポーツ吹矢・大東支部 33 33 31 31 35 31 194
27 千葉県 高守 竹次 流山市フジタカ支部 31 33 31 33 33 33 194
28 栃木県 斎藤 幸男 矢板ながみね支部 31 33 33 31 33 33 194
29 宮城県 小笠原 透 宮城名取が丘カーナ支部 31 33 33 33 31 33 194
30 茨城県 大日方 克人 内原カタクリ支部 35 31 29 31 31 35 192
31 茨城県 白石 栄子 水戸双葉台支部 27 33 35 35 29 33 192
32 群馬県 石井 靖夫 群馬大泉住吉元気会支部 29 31 31 33 33 35 192
33 熊本県 緒方 正利 熊本花園よかばい支部 33 35 29 33 29 33 192
34 兵庫県 梅原 隆之 おのころ健康吹き矢支部 31 31 31 35 33 31 192
35 東京都 坂本 恵雄 北区中央クラブ支部 33 31 29 35 33 31 192
36 鹿児島県 上甫木 美智子 鹿屋中央支部 33 33 35 31 31 29 192
37 茨城県 髙橋 政男 取手かわせみ支部 31 31 33 31 33 33 192
38 香川県 浜家 英男 丸亀飯野吹矢クラブ支部 33 33 33 29 31 33 192
39 東京都 米山 隆司 梅田吹矢会支部 33 33 25 35 31 33 190
40 東京都 八木沢 完治 荒川スポーツ吹矢支部 33 31 29 31 33 33 190
41 茨城県 菊池 悦夫 内原カタクリ支部 33 33 29 29 33 33 190
42 岐阜県 半坂 正幸 ぎふ中津川支部 29 33 33 31 33 31 190
43 岐阜県 今井 孜朗 チーム小田支部 27 31 31 31 35 33 188
44 東京都 西田 京子 北区中央クラブ支部 27 31 35 31 33 31 188
45 栃木県 大武 光子 矢板中る支部 35 31 31 27 33 31 188
46 福島県 野村 勝雄 スポーツ吹矢はらまち愛好会支部 33 25 31 33 33 33 188
47 埼玉県 松尾 有祐 スポーツ吹矢ニューイーグル支部 31 33 31 31 29 33 188
48 鹿児島県 山下 洋子 鹿屋中央支部 33 33 31 29 29 33 188
49 福島県 鴨 昭榮 なこそ吹風支部 33 31 27 33 33 31 188
50 東京都 木村 裕 荒川スポーツ吹矢支部 29 29 31 29 33 35 186

順位 県名 名前 支部名 1R 2R 3R 4R 5R 6R 合計
26 岐阜県 片桐 眞知子 可児 下恵土 ONE 支部 27 33 35 31 33 35 194
27 熊本県 財津 洋子 熊本合志支部 31 33 29 33 33 35 194
28 岐阜県 久保田 洋子 岐阜・西濃広域支部 33 33 27 33 35 33 194
29 群馬県 佐藤 光一 嬬恋支部 35 33 31 31 31 33 194
30 京都府 北村 圭子 髙野吹矢クラブ支部 33 35 33 33 27 33 194
31 福島県 箭内 千恵子 郡山中央支部 31 33 31 33 33 33 194
31 山形県 鈴木 伊勢雄 チーム平野支部 31 33 31 33 33 33 194
33 茨城県 中村 愼吾 取手セントラルクラブ支部 35 27 29 33 33 35 192
34 茨城県 宮本 幸子 土浦西支部 29 29 35 33 31 35 192
35 埼玉県 山中 栄 騎西スポーツ吹矢倶楽部支部 31 33 31 29 33 35 192
36 茨城県 鈴木 秋善 土浦西支部 33 29 33 31 31 35 192
37 東京都 大賀 智加子 北区中央クラブ支部 31 33 33 29 35 31 192
38 埼玉県 小杉 正司 秩父支部 35 29 31 33 33 31 192
39 神奈川県 須藤 則男 イーグル会海老名支部 31 35 33 29 33 31 192
40 千葉県 齋藤 育江 市原アローズ支部 35 31 33 29 33 31 192
41 岐阜県 尾﨑 真奈美 可児ばら支部 27 33 33 33 33 33 192
42 福島県 大竹 要三 郡山中央支部 31 25 29 35 35 35 190
43 茨城県 坂井 ゆみ子 水戸 葵支部 31 29 35 35 35 25 190
44 茨城県 斎藤 正和 取手かわせみ支部 31 29 27 33 35 35 190
45 広島県 藤井 知昭 チーム・パル五日市支部 31 27 33 35 29 35 190
46 京都府 伊藤 忍 髙野吹矢クラブ支部 35 33 25 33 29 35 190
47 茨城県 津志田 光子 古河せせらぎ支部 33 29 29 31 33 35 190
48 佐賀県 細田 美智子 唐津支部支部 29 31 29 33 35 33 190
49 東京都 石田 喜久夫 ペアー新百合ヶ丘支部 31 33 35 29 29 33 190
50 岐阜県 溝端 寛 ひだ高山支部 35 33 33 31 31 27 190
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「結果報告表」は振興協会の
ホームページからダウンロー
ドできます。

【５】 一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会 会報



一騎当千の総支部長・師範陣から２０２６年の決意・目標・仲間の皆様へ一騎当千の総支部長・師範陣から２０２６年の決意・目標・仲間の皆様へ
創
始
者
と
日
野
原
重
明
先
生
の
功
績
を
生
成
Ａ
Ｉ
で
再
認
識

心
技
錬
磨
の
追
求
で
意
義
あ
る
人
生
に

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
心
か
ら
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

仲
間
と
の
結
束
深
め
吹
矢
の
魅
力
を
地
域
に
広
く
伝
え
る

こ
れ
ま
で
以
上
の
普
及
活
動
で
振
興
協
会
を「
勝
ち
馬
」に
す
る

「
我
が
人
生
、吹
矢
が
あ
り
て
幸
福
な
り
！
」

定
期
的
な
教
室
開
催
で
草
の
根
か
ら
競
技
人
口
増
加
目
指
す

デ
ジ
タ
ル
発
信
・
現
場
の
交
流
両
輪
に
吹
矢
の
発
展
に
努
め
る

　

新
春
に
際
し
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
に
つ
い
て
生
成
Ａ
Ｉ
の
「
Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
」
に
聞
い
て

み
ま
し
た
。
創
始
者
の
青
柳
会
長
が
「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
式
健
康
法
」
を
提
唱
し
、
基
本
動

作
の
策
定
、
用
具
の
開
発
、
普
及
に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
注
が
れ
、
そ
し
て
医
学
博
士
で

あ
る
日
野
原
重
明
先
生
が
腹
式
呼
吸
の
健
康
効
果
に
着
目
し
、
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
に
努
め
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
通
し
て
「
心
技
錬
磨
」
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

創
始
者
の
言
葉「
楽
し
く
な
け
れ
ば
吹
矢
じ
ゃ
な
い
！
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、今
年
も「
も
っ

と
楽
し
く
！
も
っ
と
自
由
に
！
」
を
合
言
葉
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

は
、
健
康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
心
か
ら
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
鹿
屋
中
央
支

部
の
上
甫
木 

勇 

准
師
範
と
力
を
合
わ
せ
、
仲
間
と
の
結
束
を
深
め
な
が
ら
、
吹
矢
の
魅

力
を
地
域
に
広
く
伝
え
る
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
支
部
員
同
士
が
切
磋
琢

磨
し
、
笑
顔
で
共
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
前
向
き
に
歩
み
続
け
ま
す
。

　

仏
教
用
語
に
、
笑
顔
を
捧
げ
る
こ
と
で
幸
せ
を
分
か
ち
合
う
「
顔
施
（
が
ん
せ
）」 
と
い

う
教
え
が
あ
り
ま
す
。
創
始
者
の
「
楽
し
く
な
け
れ
ば
吹
矢
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
金
言
は
、

ま
さ
に
「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
に
通
じ
、
私
た
ち
を
幸
福
に
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

 　

本
年
も
楽
し
い
吹
矢
を
通
じ
て
健
康
を
保
ち
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
一
年
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
午
年
は
飛
躍
の
年
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
普
及
活
動
を
展
開
し
、
振
興
協

会
を
さ
ら
な
る
高
み
へ
と
導
く
「
勝
ち
馬
」
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
我
が
人
生
、
吹
矢
が
あ
り
て
幸
福
な
り
！
」

　

今
年
は
師
範
と
し
て
視
野
を
広
げ
、
若
年
層
へ
の
普
及
や
主
婦
層
向
け
の
親
子
体
験
会

な
ど
、
新
た
な
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
注
力
し
ま
す
。
定
期
的
な
教
室
開
催
を
通
じ
、
草

の
根
か
ら
の
競
技
人
口
増
加
を
目
指
す
決
意
で
す
。

　

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
経
験
か
ら
、
今
後
もYouTube

等
で
指
導
者
や
愛
好
家
向
け
の
動
画
発
信
を
継
続
し
ま
す
。
同
時
に
全
国
各
地
で
の
対
面

指
導
も
重
視
し
、
地
方
大
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
愛
好
家
同
士
の
交
流
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
の
発
信
と
現
場
で
の
交
流
を
両
輪
に
、
吹
矢
の

更
な
る
発
展
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

小
山 

斌
敏 

准
師
範

い
す
み
菜
の
花
支
部
長
（
千
葉
県
）

勢
頭 

詩
子 

准
師
範

戸
田
さ
く
ら
草
支
部
長
（
埼
玉
県
）

小
髙 

哲
夫 

准
師
範

（
千
葉
県
）

黒
川 

秀
夫 

准
師
範

流
山
市
フ
ジ
タ
カ
支
部
（
千
葉
県
）

藤
井 

宏
英 

准
師
範

な
こ
そ
吹
風
支
部
長
（
福
島
県
）

柏
尾 

由
明 

准
師
範

流
山
市
フ
ジ
タ
カ
支
部
（
千
葉
県
）

新
春
の
吹
き
初
め
で
３
人
の
２
級
合
格
者
送
り
だ
す

門
下
生
の
さ
ら
な
る
上
達
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」結
果
に
一
喜
一
憂
せ
ず
楽
し
む

活
気
あ
る
活
動
続
け
心
身
健
や
か
に
飛
躍
の
一
年
駆
け
抜
け
た
い

古
川 

秀
秋 

准
師
範

相
模
原
北
の
丘/

相
模
原
緑
津
久
井/

相
模
原
緑

相
原/

ざ
ま
健
康
吹
矢
ク
ラ
ブ/

相
模
原
緑 

三
井

寺
小
屋
支
部
長
（
神
奈
川
県
）

　

昨
年
末
、
転
倒
に
よ
る
腰
の
負
傷
で
、
現
在
は
コ
ル
セ
ッ
ト
を

装
着
し
、
安
静
を
心
掛
け
な
が
ら
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

幸
い
新
春
の
吹
き
初
め
で
は
３
人
の
２
級
合
格
者
を
送
り
出
す

こ
と
が
で
き
、
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
自
身
の

快
復
に
努
め
つ
つ
、
門
下
生
の
さ
ら
な
る
上
達
を
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　

午
年
の
今
年
は
「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」
の
精
神
で
、
結
果

に
一
喜
一
憂
せ
ず
吹
矢
を
楽
し
み
ま
す
。
一
吹
き
ご
と
に
集
中
力

を
高
め
て
迷
い
の
な
い
一
矢
を
放
ち
、
腹
式
呼
吸
で
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
が
目
標
。
仲
間
と
の
交
流
を
大
切
に
、
馬
が
軽
や
か

に
跳
ね
る
よ
う
な
活
気
あ
る
活
動
を
続
け
、
皆
様
と
共
に
心
身

健
や
か
に
飛
躍
の
一
年
を
駆
け
抜
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
用
５
本
の
矢「
誠
実
・
信
頼
・
先
進
性
・
技
術
・
健
康
」と
名
付
け
る

今
年
も
強
い
信
念
で
一
人
ひ
と
り
の
育
成
に
真
摯
に
取
り
組
む

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
土
台
は
精
神
を
調
え
る
呼
吸
法
と
基
本
動
作

今
一
度
、
根
幹
の
基
本
動
作
の
見
直
し
と
共
に
成
長
す
る

公
民
館
講
座
と
し
て「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室
」実
現
さ
せ
た
い

「
必
ず
や
会
員
増
」
今
年
は
実
現
し
た
い
！

馬
の
よ
う
に
安
定
し
た
姿
勢
そ
し
て
集
中
力
・
呼
吸
・
残
心
磨
く

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
ご
縁
大
切
に
心
身
と
も
実
り
あ
る
一
年
に
し
た
い

「
丹
田
呼
吸
法
」習
得
と
吹
く
タ
イ
ミ
ン
グ
の
集
中
強
化
に
注
力

年
２
回
の
地
区
大
会
開
催
目
標
に
充
実
し
た
活
動
展
開

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の「
ワ
ク
ワ
ク
感
」一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

基
本
動
作
磨
き
直
し
更
な
る
技
術
向
上
目
指
す

競
技
者
と
し
て
各
種
大
会
で
の
上
位
入
賞
め
ざ
す

若
い
世
代
が
吹
矢
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
す
る

「
楽
し
く
な
け
れ
ば
吹
矢
じ
ゃ
な
い
」
糧
に
支
部
員
倍
増

吹
矢
の
輪
さ
ら
に
広
げ
支
部
発
展
に
尽
力
す
る

全
員
で
一
段
上
へ
、
そ
し
て
全
員
有
段
者
を
目
標
に

技
術
向
上
と「
楽
し
い
練
習
環
境
」の
両
立
を
追
求

今
一
度「
初
心
」に
返
り
競
技
の
楽
し
さ
大
切
に
ア
ド
バ
イ
ス
に
努
め
る

吹
矢
の
あ
る
生
活
を
日
々
楽
し
む
一
年
に
し
た
い

自
身
の
確
か
な
成
長
を
実
感
で
き
る
一
年
に
し
た
い

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
魅
力
や
健
康
効
果
を
広
く
伝
え
た
い

今
年
は
年
男
、馬
の「
し
な
や
か
さ
と
持
久
力
」で
一
矢
一
矢
丁
寧
に
吹
く

仲
間
と
共
に「
技
術
と
心
」両
面
で
成
長
す
る
一
年
に
し
た
い

連
携
・
健
康
・
普
及
を
軸
に
、さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て

午
年
の
パ
ワ
ー
を
追
い
風
に
、仲
間
と
と
も
に
歩
む
八
年
目
の
挑
戦

上
甫
木 

勇 

准
師
範

鹿
屋
中
央
支
部
長
（
鹿
児
島
県
）

　

継
続
的
な
普
及
と
丁
寧
な
指
導
に
努
め
る
一
年
と
し
ま
す
。

愛
用
す
る
５
本
の
矢
に
は
「
誠
実
・
信
頼
・
先
進
性
・
技
術
・

健
康
」
と
名
付
け
、
1g
に
満
た
な
い
矢
の
重
み
を
心
に
刻
ん
で

接
し
て
き
ま
し
た
。
吹
矢
を
愛
す
る
皆
様
の
笑
顔
と
上
達
を
願

い
、
そ
の
面
白
さ
を
分
か
ち
合
い
た
い
。
今
年
も
強
い
信
念
を

持
ち
、一
人
ひ
と
り
の
育
成
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

午
年
の
今
年
は
、
秋
ま
で
に
会
員
の
皆
様
に
三
段
位
を
受
験

し
て
い
た
だ
き
、
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
い
た
だ
く
決
意
で

す
。
そ
の
土
台
と
な
る
の
が
、
精
神
を
整
え
る
呼
吸
法
と
基
本

動
作
で
す
。
動
作
の
意
味
を
一
年
か
け
て
丁
寧
に
伝
え
、
曖
昧

さ
を
解
消
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
根
幹
で
あ
る

基
本
動
作
を
今
一
度
見
直
し
、
共
に
成
長
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
！

　

現
在
、
い
わ
き
市
内
に
は
少
人
数
で
発
足
し
た
支
部
が
あ
り
、

今
後
は
会
員
を
増
や
し
更
な
る
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
目
標
で

す
。
ま
ず
は
公
民
館
長
の
ご
理
解
を
仰
ぎ
、
公
民
館
講
座
と
し

て「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室
」を
実
現
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

秋
に
は
体
験
教
室
を
実
現
し
、
必
ず
や
会
員
増
に
繋
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

准
師
範
の
任
命
を
い
た
だ
き
、
継
続
の
重
み
を
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
午
年
に
ち
な
み
、馬
の
よ
う
に
安
定
し
た
姿
勢
を
保
ち
、

集
中
力
と
呼
吸
、
そ
し
て
課
題
で
あ
る
「
残
心
」
を
大
切
に
稽

古
に
励
む
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
通
じ
た

人
と
の
ご
縁
を
大
切
に
、
心
身
と
も
に
実
り
あ
る
一
年
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
の
九
州
大
会
遠
征
を
経
て
、
改
め
て
健
康
的
な
体
作
り

の
大
切
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
特
に
高
齢
の
方

へ
向
け
た
「
丹
田
呼
吸
法
」
の
習
得
と
、
吹
く
タ
イ
ミ
ン
グ
の

集
中
強
化
に
注
力
し
て
参
り
ま
す
。
年
２
回
の
地
区
大
会
開
催

を
目
標
に
、
会
員
の
皆
様
と
互
い
に
高
め
合
い
な
が
ら
、
充
実

し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

昨
年
度
は
青
柳
清
杯
で
の
準
優
勝
と
い
う
栄
誉
を
賜
り
、
改

め
て
吹
矢
の
醍
醐
味
を
実
感
し
ま
し
た
。「
楽
し
く
な
け
れ
ば
吹

矢
じ
ゃ
な
い
」
の
理
念
を
胸
に
、
今
年
は
一
人
で
も
多
く
の
方
に

こ
の
ワ
ク
ワ
ク
感
を
伝
え
、
競
技
人
口
の
拡
大
に
尽
力
し
ま
す
。

同
時
に
私
自
身
も
基
本
動
作
を
磨
き
直
し
、
更
な
る
技
術
向
上

を
目
指
し
て
、
精
進
を
重
ね
る
一
年
に
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
抱
負
は
、
競
技
者
と
し
て
各
種
大
会
で
の
上
位
入
賞

を
目
指
す
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
へ
浸
透

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
は
体
験
会
の
開

催
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
が
吹
矢
の
魅
力
に
触

れ
る
機
会
を
創
出
し
、
競
技
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
精

一
杯
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
こ
の
度
は
准
師
範
を
拝
命
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
が
困
難
な
時
も
、
創
始
者
の
「
楽
し
く
な
け

れ
ば
吹
矢
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
糧
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

２
年
前
に
５
人
で
始
め
た
支
部
も
、
現
在
は
11
人
に
ま
で
成
長

し
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
胸
に
、
吹
矢
の
輪
を
さ

ら
に
広
げ
、
支
部
の
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
病
気
や
怪
我
で
練
習
を
休
む
会
員
が
相
次
ぎ
、
私
自
身

も
眼
病
の
悪
化
で
活
動
を
休
止
す
る
な
ど
、
健
康
の
大
切
さ
を
痛

感
す
る
一
年
で
し
た
。
今
年
は
心
機
一
転
、
会
員
の
技
術
向
上
と
楽

し
く
練
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
注
力
し
、
全
員
が
一
段
階
上
の
段

級
位
取
得
、
さ
ら
に
は
全
員
有
段
者
を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
公
認
指
導
員
の
育
成
と
新
た
な
支
部
設
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
始
め
て
８
年
、
試
行
錯
誤
の
末
に
目
標
の

六
段
位
を
取
得
で
き
ま
し
た
。
２
０
２
６
年
は
今
一
度
「
初
心
」

に
立
ち
返
り
、
競
技
の
楽
し
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
皆
さ
ま
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
気
心
の
知
れ
た
仲
間

と
の
交
流
を
糧
に
、
吹
矢
の
あ
る
生
活
を
日
々
全
力
で
楽
し
む
一

年
に
し
た
い
で
す
。

　

午
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
技
術
に
工
夫
を
重
ね
、

精
神
面
の
課
題
克
服
に
挑
む
こ
と
で
、
自
身
の
確
か
な
成
長
を

実
感
で
き
る
一
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
真
摯
に
競
技
を

楽
し
み
つ
つ
、
皆
様
が
安
心
し
て
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
に

も
注
力
し
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
魅
力
や
健
康
効
果
を
広
く
伝
え

て
い
け
る
よ
う
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

今
年
は
年
男
と
し
て
、馬
の
よ
う
に
「
し
な
や
か
さ
と
持
久
力
」

を
持
ち
、一
矢
一
矢
を
丁
寧
に
吹
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

基
本
に
立
ち
返
り
、
自
ら
も
学
び
続
け
る
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
仲

間
と
共
に
「
技
術
と
心
」
の
両
面
で
成
長
す
る
一
年
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
精
一
杯
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
始
め
て
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
午

年
の
勢
い
を
力
に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の
一
年
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
振
興
協
会
の
ご
指
導
の
も
と
、
岐
阜
県
内
の
他
支
部
と

の
連
携
を
深
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
健
康
維
持
の
た
め
の
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
継
続
し
な
が
ら
、
仲
間
と
と
も
に
楽
し
く
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
普
及
活
動
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

林 

誠 

准
師
範

流
山
市
フ
ジ
タ
カ
支
部
（
千
葉
県
）

加
藤 

久
明 

准
師
範

千
葉 

若
葉
桐
花
支
部
長
（
千
葉
県
）

國
井 

良
幾 

師
範

山
形
県
総
支
部
長

や
ま
が
た
21
翡
翠
支
部
長
・
山
形
や
ま
せ
み
支
部
長

西
川 

敏
幸 

師
範

流
山
市
フ
ジ
タ
カ
支
部
長
（
千
葉
県
）

下
野 

和
朗 

師
範

フ
リ
ー
ダ
ム
川
口
支
部
長
（
埼
玉
県
）

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は「
人
生
の
道
場
」健
康
に
も
最
適
な
競
技

誰
に
で
も
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
地
域
に
広
め
る

髙
崎 

信
正 

准
師
範

鹿
児
島
県
総
支
部
長

南
大
隅
根
占
支
部
長

佐
藤 

芳
江 

准
師
範

水
戸
葵
支
部
（
茨
城
県
）

鶴
田 

善
明 

准
師
範

水
戸
葵
支
部
長
（
茨
城
県
）

佐
藤 

義
明 

准
師
範

水
戸
葵
支
部
（
茨
城
県
）

辻 

道
博 

准
師
範

可
児
サ
ク
ラ
支
部
長
（
岐
阜
県
）

三
橋 

美
伸 

准
師
範

奈
良
生
駒
支
部
長
（
奈
良
県
）

新任

新任

新任

新任

新任

新任
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一騎当千の総支部長・師範陣から２０２６年の決意・目標・仲間の皆様へ一騎当千の総支部長・師範陣から２０２６年の決意・目標・仲間の皆様へ

指
導
の
５
支
部
の
皆
が
「
練
習
日
が
待
ち
遠
し
い
」
と

「
吹
矢
を
楽
し
む
こ
と
」
を
よ
り
多
く
の
人
に
広
め
た
い

「
前
進
・
行
動
・
持
続
」の
午
年
に
四
つ
の
誓
い
立
て
る

持
続
可
能
な
前
進
を
続
け
る
こ
と
で
実
り
あ
る
一
年
に
し
た
い

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
楽
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

「「
梦
一
途
」」
夢
に
向
か
い
一
途
に
吹
矢
の
道
に
励
む
一
年
に
し
た
い

「
も
っ
と
楽
し
く
・
元
気
に
・
自
由
に
」上
達
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

指
導
員
養
成
と
普
及
促
進
に
も
注
力
し
支
部
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る

本
年
も
技
術
向
上
、健
康
維
持
兼
ね
て
皆
様
と
の
交
流
深
め
た
い

楽
し
み
な
が
ら
競
技
の
普
及
・
発
展
に
貢
献
す
る

　

今
年
よ
り
准
師
範
の
末
席
に
加
わ
り
、
戸
惑
い
つ
つ
も
身
の

引 

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
現
在
５
つ
の
支
部
で
指
導
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
が
、
各
支
部
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
会
員
の
皆
様

が
「
練
習
日
が
待
ち
遠
し
い
」
と
感
じ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
の
「
吹
矢
を
楽
し
む
事
」
を
よ
り
多
く
の
方
に
広
め

る
た
め
、
知
恵
を
絞
り
、
一
層
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
「
前
進
・
行
動
・
持
続
」
を
象
徴
す
る
午
年
の
本
年
、
吹
矢
道
を

極
め
る
べ
く
四
つ
の
誓
い
を
立
て
ま
し
た
。「
①
健
康
第
一
に
軽
や
か

に
前
進
」「
②
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
大
会
に
挑
戦
」「
③
仲
間
と
の
縁

を
大
切
に
」「
④
継
続
は
力
」。
吹
矢
振
興
に
努
め
、
馬
の
如
く
粘
り

強
く
精
進
を
重
ね
ま
す
。
無
理
な
競
争
で
は
な
く
、
自
己
を
整
え
持

続
可
能
な
前
進
を
続
け
る
こ
と
で
、
実
り
あ
る
一
年
に
い
た
し
ま
す
。

　

准
師
範
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
が
、
未
だ
研
鑽
の
身
で
す
。
今

年
は
基
本
動
作
を
徹
底
し
て
見
直
し
、
さ
ら
な
る
技
量
向
上
を

図
っ
て
六
段
位
合
格
を
目
指
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
の
楽
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
伝
え
ら
れ
る
よ

う
、
普
及
活
動
に
も
邁
進
す
る
所
存
で
す
。
夢
に
向
か
い
一
途

に
吹
矢
の
道
に
励
む
一
年
に
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
市
の
講
座
講
師
や
他
県
交
流
に
奔
走
し
、
会
員
増
に

繋
が
る
充
実
し
た
一
年
で
し
た
。
今
年
は
初
心
に
返
り
「
も
っ
と

楽
し
く
・
元
気
に
・
自
由
に
」
を
合
言
葉
に
、
基
本
動
作
の
見

直
し
に
よ
る
健
康
保
持
を
実
践
し
、
上
達
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま

い
り
ま
す
。
併
せ
て
指
導
員
の
養
成
と
普
及
促
進
に
も
注
力
し
、

支
部
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

趣
味
の
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
も
13
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
歩
み
と
、
活
動
を
通
じ
た
多
く
の
出
会
い
に
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。 

本
年
も
技
術
向
上
に
励
む
と
と
も
に
、
健
康
維

持
を
兼
ね
て
皆
様
と
の
交
流
を
一
層
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
競
技
の
普
及
・
発
展
に
も
貢
献
し
て

参
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西
川 

泉 

准
師
範

流
山
市
フ
ジ
タ
カ
支
部
（
千
葉
県
）

段位・級位認定者段位・級位認定者
新たに以下の方々が「段位・級位試験」に合格されました（申請順／敬称略）

2025.10.24~2026.1.26 まで

認定された皆様!
 おめでとうございます!!

級位認定者
【１級位】

中野 良一、小野瀬 一廣、今西 健一、飛田 てる子、斎藤 正和、安富 日登美、佐々木 千代子、
中川 保博、甲斐 智那子、岩井 明美、村木 初美、永島 勇司、手塚 博、石井 二三男、馬場 
敏雄、木﨑 成美、津志田 光子、松本 和子、小谷部 牧子、佐藤 哲夫、松崎 年延、小笠原 
徳次、木村 吉男、後藤 憲子、木下 裕美、加藤 俊雄、米山 展央、田中 悟、中島 美子、三浦 
サヨ子、土倉 末子、中根 健植、端山 和也、溝端 寛、宇城 千恵美、内木 健次、宇城 恵一、
橋本 馨、坂井 秀彰、岩本 むつ子、岩本 英治、谷川 喜美子、西村 久留美、中原 秀美、安倍 
君子、中川 昌代、神谷 明、鶴見 すみ江、宮沢 正芳、奈良 秀男、久保田美知子、梶屋 敏宏、
中峯 美保子、森田 良雄、野本 陽子、入江 昭

【２級位】

立花 容子、永岡 富紀子、早川 孝子、鈴木 正孝、吉田 巌、内沼 佳保里、藤原 秀一、小川 雅己、
白畑 太展、髙橋 喜秀、野崎 貴美子、浅井 進、佐藤 泉、矢萩 正義、梅津 一男、松下 佐英、
小野沢 いく、鈴木 京子、苅谷 晴美、藤原 直士、田村 良男、太田 朱美、小西 凱子、植草 幸子、
堤 テル枝、尾﨑 真奈美、船越 てい子、船越 正光、駒崎 裕之、高城 千津子、尾崎 洋子、関戸 
スミ江、矢野 ミツエ、斉藤 みどり、上原 正子、坂田 晶子、川上 保子、柿原 かず子、三森 真澄、
濱田 令子、石井 英一、松村 律子、喜多 まさ子、馬本 勝江、物部 チエ、井上 啓一、真藤 巳恵、
大櫛 則俊、梅津 敬子、小林 絹彦、中島 和夫、角 邦子、石岡 幸子、川田 和夫、上保木 貴子、
池田 ひとみ、関 かほる、増本 トシ子、江上 経子、細田 美智子、細田 盛一、池田 勘次、畑澤 千景、
角田 玉枝、武藤 法子、小坂 早苗、小野 貴久子、野地 弘子、五十嵐 一夫、向坂 弥生、藤田 和子、
生田 久美子、細川 武定、佐藤 博子、飯迫 博子

【3 級位】

堀江 隆行

段位認定者
【五段位】

宇内 充、近藤 幸敏

【四段位】

伊藤 文隆、武田 吉樹、吉澤 廣子、寉岡 保憲、片山 學、永尾 敬子

【三段位】

鈴木 正人、小澤 幸夫、伊深 法子、伊藤 薫、石毛 和一、大北 芳幸、牧野 吉盛、柴田 養、
八反田 寿江、濱崎 正敏、岩佐 つね子、金子 友子、國重 和人、安井 美代子、田中 繁世、
金元 千恵、古田 睦子、渡邊 カズ子、降幡 行雄、渡辺 桂子、千堂 宣男、村山 輝秋

【二段位】

倉澤 昭三、本石 貞一郎、岸 治、佐藤 正三、菊地 秀一、北川 剛永、芦野 真実、西澤 敏治、
遠藤 政美、橋本 浩子、岩永 浩介、渡部 幸子、元廣 信恵、松葉 栄一、濱嵜 和子、斎藤 照夫、
富岡 美代子、大西 悦子、小堺 美代子、関内 妙子、砂原 俊晴、石原 眞砂子、大滝 康博

【初段位】

横尾 好一、財津 洋子、宮川 芳枝、高橋 淳子、大石 真智子、水本 瑜紀代、中島 正紘、老田 弘子、
山之口 勲、茂木 行雄、世古 公郎、住谷 宏、藤井 由美子、藤井 知昭、和田 芳美、加藤 修三、
塩崎 恒一、西元 朝枝、池田 俊郎、北川 志保、名取 久子、岡川 太十、下川 達也、杉山 耕司、
加藤 公恵、関 文彦、勝 ひろ子、堀内 のり子、山辺 千栄子、田古島 福恵、中澤 郁実、大橋 悦子、
浅見 明義、沢山 朱美、岩田 勝義、生田 邦雄、岡部 博、佐久間 成	

マスターズ段位認定者
【マスターズ六段位】

植松 通子、今井 孜朗

【マスターズ五段位】

伊佐治 貞春

【マスターズ四段位】

小林 政雄、福永 一徳、八反田 寿江、杉山 ナミ子、三澤 康二郎、渡邊 四志彦

【マスターズ三段位】

加藤 勇、田村 昌子、藤木 久美子

【マスターズ二段位】

髙橋 しげ、上村 トシ子、西窪 明人

【マスターズ初段位】

木塚 和雄、高橋 せつ子、山本 桂子、林 誠行、増田 正義

「
基
本
動
作
学
び
直
す
」
自
分
磨
き
に
励
む
一
年
に
す
る

一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
寄
り
沿
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
心
掛
け
る

　

午
年
を
迎
え
、
今
年
は
さ
ら
な
る
行
動
力
の
年
に
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。
目
標
は
、
九
州
以
外
の
吹
矢
大
会
へ
の
出
場
で
す
。
年
齢
を
考
え
れ
ば
最
後
の
挑
戦

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
悔
い
の
な
い
よ
う
全
力
で
挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
吹
矢
を
再
確
認
し
、
私
自
身
も
基
本
動
作
を
学
び
直
す
つ
も
り

で
す
。
一
本
の
矢
の
重
み
や
ル
ー
テ
ィ
ン
の
大
切
さ
を
追
求
し
、
会
員
一
人
ひ
と
り
の
体
調

や
個
性
に
寄
り
添
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
、
自
分
磨
き
に
励
む
一
年
に
し
ま
す
。

新任

合
志 

明
公 

師
範

熊
本
合
志
支
部
長

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は「
人
生
の
道
場
」健
康
に
も
最
適
な
競
技

誰
に
で
も
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
地
域
に
広
め
る

　

午
年
を
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
師
範
と
し
て
さ
ら
な
る
普
及
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。「
人
生
の
道
場
」
と
捉
え
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
独
特
の
呼
吸
法
に
よ
り
、
私

自
身
が
重
度
の
心
筋
梗
塞
か
ら
驚
異
的
な
早
さ
で
回
復
で
き
た
実
体
験
を
持
つ
、
健
康
に

最
適
な
競
技
で
す
。
こ
れ
ま
で
５
つ
の
支
部
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も

年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
高
齢
者
や
病
後
の
方
に
も
優
し
い
こ
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域

に
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。
毎
日
決
ま
っ
た
本
数
の
矢
を
吹
き
続
け
、
心
身
を
練
磨
し
な
が

ら
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
健
や
か
な
一
年
を
歩
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

新任

有
賀 

酉
夫 

師
範

長
野
県
上
田
地
区
５
支
部
顧
問

加
藤 

秋
寛 

准
師
範

可
児
ば
ら
支
部
長
（
岐
阜
県
）

佐
藤 

義
徳 

准
師
範

古
河
せ
せ
ら
ぎ
支
部
長
（
茨
城
県
）

小
室 

陽
一 

准
師
範

流
山
市
フ
ジ
タ
カ
支
部
（
千
葉
県
）

田
村 

功 

准
師
範

取
手
ス
カ
イ
・
フ
ク
ロ
ウ
支
部
長
（
茨
城
県
）

会報誌・第 22 号において間違いがありました。
 ● 4 ～ 5 頁「全国一斉記録会」支部名の間違い

お詫びと訂正

訂正してお詫びいたします。

10 ｍの部
41 長野県 竹下 信悟 スポーツ吹矢ふじみ野支部 ➡ スポーツ吹矢ふじみ支部

マスターズの部
5 長野県 公文 渓子 スポーツ吹矢ふじみ野支部 ➡ スポーツ吹矢ふじみ支部

新任

新任

新任

新任

新任
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吸
が
整
う
と
、
気
持
ち
も
自
然
と
落
ち
着
い
て

き
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
的
と
の
距
離
感
も
安

定
す
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

―
―
吹
矢
に
お
け
る
ご
自
身
の
強
み
は
？

■
強
み
は
迷
わ
ず「
集
中
力
」（
義
明
五
段
）

■
「
ど
う
す
れ
ば
確
実
に
中
心
を
射
ら
れ

る
か
」
真
剣
に
考
え
る
（
芳
江
五
段
）

義
明
五
段
：
迷
わ
ず

「
集
中
力
」
と
答
え

ま
す
。
吹
矢
を
始

め
た
当
初
は
「
楽
し

く
吹
け
れ
ば
い
い
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
大
会
に
出
る
よ

う
に
な
り
、
い
か
に

中
心
を
射
る
か
を
真

剣
に
追
求
す
る
過
程

で
、
こ
の
集
中
力
が

磨
か
れ
ま
し
た
。

―
―
始
め
た
頃
と

今
と
で
、
吹
矢
に
対

す
る
意
識
は
変
わ
り

ま
し
た
か
？

芳
江
五
段
：
私
も
始
め
た
頃
は
、
た
だ
楽
し
く

吹
け
れ
ば
い
い
、
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
今
は

大
会
に
も
出
場
す
る
よ
う
に
な
り
、「
ど
う
す
れ

ば
確
実
に
中
心
を
射
ら
れ
る
か
」
を
真
剣
に
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

義
明
五
段
：
楽
し
さ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
向
き

合
い
方
は
確
実
に
深
く
な
り
ま
し
た
。

―
―
お
二
人
の
息
が
ぴ
っ
た
り
な
の
も
納
得
で

す
。
お
二
人
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
は
？

義
明
五
段
：
実
は
、
私
た
ち
夫
婦
は
学
生
時
代

の
吹
奏
楽
部
の
同
期
な
ん
で
す
。
当
時
か
ら
音

楽
を
通
じ
て
息
を
合
わ
せ
て
い
た
の
が
今
の
吹

矢
に
も
活
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

芳
江
五
段
：
２
０
２
０
年
に
私
が
吹
矢
教
室
に
入

り
、
そ
の
後
は
二
人
で
「
吹
矢
三
昧
」
の
日
々
を

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
に
「
水
戸
葵

支
部
」
が
結
成
さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

―
―
私
生
活
で
も
吹
矢
の
話
を
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

■
「
あ
そ
こ
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
の
が
日
課
（
義
明
五
段
）

■
使
う
矢
の
選
別
と
手
入
れ
を
念
入
り
に

行
う
の
が「
勝
つ
た
め
の
ル
ー
テ
ィ
ン
」（
芳

江
五
段
）

義
明
五
段
：
練
習
の
帰
り
道
、
車
内
は
い
つ
も
反

省
会
で
す
ね
（
笑
）。「
あ
そ
こ
が
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
」
と
具
体
例
を
挙
げ
な
が

ら
、
二
人
で
振
り
返
る
の
が
日
課

で
す
。

芳
江
五
段
：
大
会
前
は
二
人
で
、

使
う
矢
の
選
別
と
手
入
れ
を
念
入

り
に
行
い
ま
す
。
そ
れ
が
私
た
ち

の
「
勝
つ
た
め
の
ル
ー
テ
ィ
ン
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
大
会

は
？

義
明
五
段
：『
第
１
回
ス
ポ
ー
ツ
吹

矢
茨
城
県
大
会
』
や
『
２
０
２
４

新
春 

８
点
的
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大

会
』
で
す
ね
。『
日
刊
杯
』『
青

柳
杯
』
も
、
お
互
い
に
参
加

し
た
大
会
と
し
て
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

―
― 

吹
矢
を
続
け
て
い
て
良
か
っ
た
と
感

じ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

■
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
が
で
き
て
ス
ト

レ
ス
も
た
ま
ら
な
い
（
義
明
五
段
）

■
支
部
の
仲
間
た
ち
は
兄
弟
の
よ
う

な
大
切
な
存
在
（
芳
江
五
段
）

義
明
五
段
：
毎
日
「
今
日
、
行
く
と
こ
ろ

が
あ
る
」
と
い
う
生
活
の
メ
リ
ハ
リ
が
で

き
た
こ
と
で
す
。
お
か
げ
で
ス
ト
レ
ス
も

溜
ま
り
に
く
く
な
り
ま
し
た
。

芳
江
五
段
：
支
部
の
仲
間
た
ち
も
、
お
互
い
の
人

格
を
尊
重
し
合
え
て
い
る
、
ま
る
で
兄
弟
の
よ
う

な
大
切
な
存
在
で
す
。

義
明
五
段
：「
お
互
い
の
人
格
や
個
性
を
尊
重
し
、

理
解
し
合
え
て
い
る
。
そ
ん
な
関
係
が
築
け
て
い

て
、
兄
弟
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
」

―
―
最
後
に
、
今
後
の
目
標
と
全
国
の
仲
間
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

義
明
五
段
：
練
習
か
ら
常
に
高
得
点
を
維
持
し
、

主
要
な
大
会
で
の
連
覇
を
狙
い
続
け
ま
す
。

芳
江
五
段
：
吹
矢
は
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
に
も
最

適
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
輪
が
さ

ら
に
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

支
部
の
全
員
が
友
で
あ
り
ラ
イ
バ
ル

―
―
昨
年
９
月
の
「
第
３
回
青
柳
清

杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
で
は
10
ｍ
男

女
・
８
ｍ
・
６
ｍ
の
４
部
門
で
優
勝
を

独
占
す
る
な
ど
「
水
戸
葵
支
部
」
の

強
さ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
支
部
長
か
ら
見
て
「
我
が
支
部

の
こ
こ
が
す
ご
い
！
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
？

鶴
田
善
明
支
部
長
（
五
段
・
上
級
公
認
指
導
員
）：
と
に
か

く
、
練
習
の
時
の
「
真
剣
さ
」。
全
員
が
非
常
に
集
中
し

て
、
一
矢
一
矢
を
大
切
に
吹
い
て
い
ま
す
。
特
筆
す
べ
き

は
、
自
分
の
番
で
な
い
時
の
姿
勢
で
す
。
他
の
メ
ン
バ
ー

の
吹
き
方
を
じ
っ
く
り
観
察
し
て
良
い
点
を
取
り
込
ん
だ

り
、
気
が
付
い
た
と
こ
ろ
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
全
員
が
「
友
」
で
あ
り
「
ラ
イ
バ
ル
」
と
い
う
真

面
目
な
姿
勢
は
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
と
胸
を
張
れ
ま
す
。 

―
―
佐
藤
ご
夫
妻
の
活
躍
は
、
支
部
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
か
？

鶴
田
支
部
長
：
お
二
人
が
い
る
こ
と
で
、
支
部
に
と
て
も
「
家

庭
的
な
雰
囲
気
」
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ご
夫
婦
で
練
習
に

参
加
さ
れ
る
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
お
二
人
を
囲
ん
で

家
の
話
で
盛
り
上
が
る
こ
と
も
多
い
ん
で
す
よ
。
一
人
で
参

加
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
、
あ
の
温
か
さ
は
良
い

相
乗
効
果
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

―
―
支
部
長
と
佐
藤
さ
ん
、
そ
し
て
折
笠
さ
ん
は
「
音
楽
」

で
も
繋
が
っ
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

鶴
田
支
部
長
：
そ
う
な
ん
で
す
。
私
は
社
会
人
２
年
目
か
ら

52
年
間
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
て
い
ま

す
。
サ
ッ
ク
ス
の
折
笠
信
雄
五
段
と
は
52
年
、
佐
藤
義
明
五

段
と
も
７
年
ほ
ど
前
か
ら
バ
ン
ド
仲
間
と
し
て
付
き
合
い
が

あ
り
ま
す
。
今
で
も
週
に
一
度
、
吹
矢
の
練
習
が
終
わ
っ
た

後
に
「
夜
の
バ
ン
ド
練
習
に
行
こ
う
」
と
声
を
掛
け
合
っ
て

参
加
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
水
戸
葵
支
部
を
ど
の
よ
う
な
組
織
に
し
て

い
き
た
い
で
す
か
？

鶴
田
支
部
長
：
ま
だ
２
年
目
で
運
営
に
精
一
杯
な
の
が
現
状

で
す
が
、
ま
ず
は
「
健
康
一
番
」
で
す
。
皆
が
健
康
で
過
ご

せ
れ
ば
、
自
ず
と
吹
矢
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
時

間
を
か
け
て
、
こ
の
支
部
ら
し
い
「
教
え
」
や
「
心
得
」
が

生
ま
れ
て
く
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
仲
間

と
共
に
、
こ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

鶴
田
善
明 

准
師
範
（
五
段
・
上
級
公
認
指
導
員
）
の
戦
歴
な
ど

「
第
１
回 

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
茨
城
県
大
会
」
10
ｍ
男
子
の
部
優
勝 

「
第
１
回 

青
柳
清
杯 

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
10
ｍ
男
子
の
部
優
勝

「
２
０
２
４
新
春 

８
点
的
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
男
子
の
部
優
勝

全
国
一
斉
記
録
会
セ
カ
ン
ド
・
シ
ー
ズ
ン
「
秋
の
記
録
会
」
10
ｍ
の
部
優
勝

全
国
一
斉
記
録
会
セ
カ
ン
ド
・
シ
ー
ズ
ン
「
春
の
記
録
会
」
10
ｍ
の
部
優
勝

全
国
一
斉
記
録
会
サ
ー
ド
・
シ
ー
ズ
ン
「
秋
の
記
録
会
」
10
ｍ
の
部
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
サ
ム
ラ
イ
列
伝
＝
会
報
13
号

准
師
範
任
命
＝
２
０
２
６
年
１
月
１
日

（
福
岡
県
北
九
州
市
出
身
）

佐
藤
義
明 

准
師
範
（
五
段
位
・
公
認
指
導
員
）
の
戦
歴
な
ど

「
第
４
回 

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
in
さ
い
た
ま
」
10
ｍ
男
子
の
部
優
勝

「
第
２
回 

青
柳
清
杯 

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
10
ｍ
男
子
の
部
優
勝

「
第
１
回 

千
葉
・
茨
城
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
広
域
大
会
㏌
成
田
」
10
ｍ
男
子
の
部
優
勝

「
第
５
回 

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
in
流
山
」
10
ｍ
男
子
の
部
優
勝

「
第
３
回 

青
柳
清
杯 

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
10
ｍ
男
子
の
部
優
勝

「
第
３
回 

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
茨
城
県
大
会
」
10
ｍ
男
子
の
部
優
勝

全
国
一
斉
記
録
会
セ
カ
ン
ド
・
シ
ー
ズ
ン
「
冬
の
記
録
会
」
10
ｍ
部
優
勝

全
国
一
斉
記
録
会
サ
ー
ド
・
シ
ー
ズ
ン
「
冬
の
記
録
会
」
10
ｍ
の
部
優
勝

「
２
０
２
６
新
春
８
点
的
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
サ
ム
ラ
イ
列
伝
＝
会
報
12
号

准
師
範
任
命
＝
２
０
２
６
年
１
月
１
日

（
茨
城
県
水
戸
市
出
身
）

佐
藤
芳
江 

准
師
範
（
五
段
位
・
公
認
指
導
員
）
の
戦
歴
な
ど

「
２
０
２
４
新
春 
８
点
的
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
女
子
の
部
優
勝 

「
第
５
回 

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
in
流
山
」
10
ｍ
女
子
の
部
優
勝

「
第
２
回 

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
茨
城
県
大
会
」
10
ｍ
女
子
の
部
優
勝 

「
第
３
回 

青
柳
清
杯 

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
10
ｍ
女
子
の
部
優
勝 

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
な
で
し
こ
列
伝
＝
会
報
15
号

准
師
範
任
命
＝
２
０
２
６
年
１
月
１
日

（
茨
城
県
水
戸
市
出
身
）

―
―
昨
年
の
連
覇
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
ず
、
日
頃
の
練
習
で
工
夫
さ
れ
て
い
る

点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■
的
の
中
心
の
黒
点
を
頂
点
と
し
た
三
角

形
を
頭
の
中
で
描
く
（
義
明
五
段
）

■
も
っ
と
も
大
切
な
の
は
基
本
動
作
の

「
呼
吸
」（
芳
江
五
段
）

佐
藤
義
明
五
段
：
的
の
中
心
を
射
る
た
め
に
、〝
黒

点
凝
視
法
〟
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
黒
点
を

た
だ
見
る
の
で
は
な
く
、
黒
点
を
頂
点
と
し
た

仮
想
の
三
角
形
を
頭
の
中
で
描
き
、
そ
の
中
に

自
分
の
軸
を
収
め
る
感
覚
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

視
線
と
姿
勢
、
そ
し
て
呼
吸
が
一
体
に
な
る
よ
う

意
識
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
芳
江
五
段
：
夫
婦
で
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま

す
が
、
基
本
動
作
で
最
も
大
切
に
し
て
い
る
の
は

「
呼
吸
」
で
す
ね
。

■
大
き
く
息
を
吸
い
丹
田
に
落
と
し
込
む

（
義
明
五
段
）

■
呼
吸
が
整
う
と
的
と
の
距
離
も
安
定
す

る
（
芳
江
五
段
）

義
明
五
段
：
や
は
り
〈
息
〉
で
す
。
吹
く
息
を

均
一
に
す
る
た
め
に
、
吸
う
動
作
を
と
て
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

大
き
く
息
を
吸

い
、
丹
田
に
落

と
し
込
ん
で
か

ら
吹
く
。
そ
の

一
連
の
流
れ
を

崩
さ
な
い
よ
う
、

常
に
意
識
し
て

い
ま
す
。

芳
江
五
段
：
呼

　

２
０
２
５
年
の
振
興
協
会
主
催
大
会
は
茨
城
県
の
「
水
戸
葵
支
部
」（
鶴
田
善
明
支
部
長
）

旋
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
そ
の
「
水
戸
葵
支
部
」
で
昨
年
５
月
の
「
第
５
回
日
刊
ス
ポ
ー

ツ
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
in
流
山
」、
９
月
の
「
第
３
回
青
柳
清
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」

の
10
ｍ
男
・
女
を
ご
夫
婦
で
連
覇
す
る
な
ど
大
活
躍
し
た
の
が
佐
藤
義
明
五
段
・
芳
江
五

段
ご
夫
妻
。
２
０
２
６
年
の
新
春
に
当
た
っ
て
「
無
敵
、
佐
藤
義
明
五
段
・
芳
江
五
段
ご

夫
妻
の
心
技
練
磨
に
迫
る
！
」
と
題
し
、
ご
夫
妻
の
無
敵
の
核
心
に
迫
り
ま
し
た
。（
振
興

協
会
広
報
担
当　

菅
村
昭
文
）

鶴
田
善
明
支
部
長
に
聞
く
！

鶴
田
善
明
支
部
長
に
聞
く
！

「
水
戸
葵
支
部
」の
強
さ
の
秘
密
と
音
楽
の
絆

「
水
戸
葵
支
部
」の
強
さ
の
秘
密
と
音
楽
の
絆

                           ＆                                                       ＆                            新春特別企画新春特別企画

無敵、佐藤義明五段・芳江五段ご夫妻の心技練磨に迫る！無敵、佐藤義明五段・芳江五段ご夫妻の心技練磨に迫る！
サムライ列伝
スポーツ吹矢

なでしこなでしこ列伝列伝
スポーツ吹矢スポーツ吹矢

「支部の仲間は兄弟のような存在」

【８】一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会 会報



第１回 スポーツ吹矢 四国大会第１回 スポーツ吹矢 四国大会
開 催 日 時
開 催 場 所
募 集 人 数
参 加 資 格

競 技 種 目

参 加 費 用
申 込 期 間

2026 年３月 25 日（水）午前 11：00 ～開催（受付 10：30 ～）2026 年３月 25 日（水）午前 11：00 ～開催（受付 10：30 ～）
丸亀市民体育館　サブアリーナ　香川県丸亀市金倉町 924 番地 1
80 名
スポーツ吹矢愛好家（オープン大会）★四国以外のご参加者も歓迎いたします。
※会報、HP 等に名前、写真掲載不可の方は、参加をお見送り下さい。

10 ｍの部、8 ｍの部、6 ｍの部、マスターズ 8 ｍ（75 歳以上希望者）
前後半各 3 ラウンド× 2 の計 6 ラウンドの合計点で順位を競う。
2,000 円／ 1 人（徴収方法は、事前振込）
2026 年２月 16 日（月）13：00 ～ 2026 年３月９日（月）17：00 まで2026 年２月 16 日（月）13：00 ～ 2026 年３月９日（月）17：00 まで

第６回 日刊スポーツ杯 スポーツ吹矢大会 第６回 日刊スポーツ杯 スポーツ吹矢大会 
開 催 日 時
開 催 場 所
募 集 人 数
参 加 資 格

競 技 種 目

参 加 費 用
申 込 期 間

2026 年４月３日（金） 午前 10：30 ～開催（受付 9：45 ～）2026 年４月３日（金） 午前 10：30 ～開催（受付 9：45 ～）
東京都中央区立総合スポーツセンター メインアリーナ　東京都中央区日本橋浜町２丁目 59‒1
250 名　
スポーツ吹矢愛好家（オープン大会）
　※会報、HP 等に名前、写真掲載不可の方は、ご参加をお見送り下さい。

男子 10 ｍ、女子 10 ｍ、男女混合 8 ｍ、男女混合 6 ｍ、マスターズ 8 ｍ（75 歳以上希望者）
◎午前に第 1、2 ラウンドを行い、午後に第 3 ～ 6 ラウンドを 2R ずつ行う。計 6 ラウンドの合計点で順位を競う。
3,000 円／ 1 人（徴収方法は、事前振込）
2026 年２月 20 日（金）９：00 ～ 2026 年３月 18 日（水）17：00 まで2026 年２月 20 日（金）９：00 ～ 2026 年３月 18 日（水）17：00 まで

第１回 スポーツ吹矢 北陸大会第１回 スポーツ吹矢 北陸大会
開 催 日 時
開 催 場 所
募 集 人 数
参 加 資 格

競 技 種 目

参 加 費 用
申 込 期 間

2026 年 4 月 16 日（木）午前 11：00 ～開催（受付 10：30 ～）2026 年 4 月 16 日（木）午前 11：00 ～開催（受付 10：30 ～）
富山市 旧総曲輪小学校体育館　富山県富山市総曲輪 4 丁目 4-7
80 名　
スポーツ吹矢愛好家（オープン大会）★北陸以外の方の参加も大歓迎
※会報、HP 等に名前、写真掲載不可の方は、参加をお見送り下さい。

10 ｍの部、8 ｍの部、6 ｍの部、マスターズ 8 ｍ（75 歳以上希望者）
◎ 3 ラウンド× 2 回の計 6 ラウンドの合計点で順位を競う。
2,000 円／ 1 人（徴収方法は、事前振込）
2026 年 2 月 25 日（水）9：00 ～ 2026 年 3 月 25 日（水）17：00 まで2026 年 2 月 25 日（水）9：00 ～ 2026 年 3 月 25 日（水）17：00 まで

第３回 スポーツ吹矢 神奈川県大会第３回 スポーツ吹矢 神奈川県大会
開 催 日 時
開 催 場 所
募 集 人 数
参 加 資 格

競 技 種 目

参 加 費 用
申 込 期 間

2026 年５月 25 日 （月） 午前 10：00 ～開催（受付 9：30 ～）2026 年５月 25 日 （月） 午前 10：00 ～開催（受付 9：30 ～）
横浜市平沼記念体育館　神奈川県横浜市神奈川区三ツ沢西町 3-1
100 名　
スポーツ吹矢愛好家（オープン大会）神奈川県以外の方も歓迎致します。
※会報、HP 等に名前、写真掲載不可の方は、参加をお見送り下さい。

男子 10 ｍ、女子 10 ｍ、男女混合 8 ｍ、男女混合 6 ｍ、マスターズ 8 ｍ（75 歳以上希望者）
◎ 2 ラウンドごと× 3 回の計 6 ラウンドで順位を競う。
2,000 円／ 1 人（徴収方法は、事前振込）
2026 年 4 月 10 日（金）9：00 ～ 2026 年 5 月 8 日（金）17：00 まで2026 年 4 月 10 日（金）9：00 ～ 2026 年 5 月 8 日（金）17：00 まで　

第１回 スポーツ吹矢 千葉県大会第１回 スポーツ吹矢 千葉県大会
開 催 日 時
開 催 場 所
募 集 人 数
参 加 資 格

競 技 種 目

参 加 費 用
申 込 期 間

2026 年６月１日（月）午前 10：30 ～開催　（受付 9：45 ～）2026 年６月１日（月）午前 10：30 ～開催　（受付 9：45 ～）
キッコーマンアリーナ（流山市総合体育館）千葉県流山市野々下 1-40-1　
150 名
千葉県内のスポーツ吹矢愛好家（オープン大会）
※会報、HP 等に名前、写真掲載不可の方は、参加をお見送り下さい。

男子 10 ｍ、女子 10 ｍ、男女混合 8 ｍ、男女混合 6 ｍ、マスターズ 8 ｍ（75 歳以上希望者）
◎午前に第 1、2 ラウンドを行い、午後に第 3 ～ 6 ラウンドを 2R ずつ行う。計 6 ラウンドの合計点で順位を競う。
2,000 円／ 1 人（徴収方法は、事前振込）
2026 年 4 月 17 日（金）9：00 ～ 2026 年 5 月 14 日（木）17：00 まで2026 年 4 月 17 日（金）9：00 ～ 2026 年 5 月 14 日（木）17：00 まで

いざ！ 大会で腕試し  2026 年も大会ラッシュ!!いざ！ 大会で腕試し  2026 年も大会ラッシュ!!
 皆様のご参加お待ちしています !! 皆様のご参加お待ちしています !!

◆〒103-0006 東京都中央区日本橋富沢町 7-9 京桜興産ビル２Ｆ　◆ FAX 03-6206-2674　◆ E-mail info@sports-fukiya.jp

大会参加に関する
お問い合わせ

お申し込みは ➡

「一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会」事務局 TEL03-6206-2673

★本大会の詳しい内容は HP でご確認下さい。★大会申込書を郵送希望の方は事務局までご連絡下さい。

4/3

5/25

6/1

3/25

4/16

振興協会HP大会告知より専用申込書を出力し、必要事項をご記入の上、FAX、E-mail、郵送にてお申し込みください。

【９】 一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会 会報



　「流山市フジタカ支部」（支部長は西川敏幸師範）は
10 月 24 日、流山市立市野谷小学校体育館でスポーツ
吹矢の体験会を実施しました。
　この体験会は「流山市教育委員会」と総合型地域
スポーツクラブ「NPO 法人 おおたかスポーツコミュ
ニティ流山」の要請によるもの。
　同小学校では子どもたちの興味や関心に合わせ、科
学クラブ・花育クラブ・生き物クラブなど様々なクラブ活動が行われており、今回の
体験会はレクスポーツクラブの活動として行われました。

「若年層にも広げ国民的スポーツに育てたい」と西川師範

　当日は 16 人の生徒が体験、教頭先生と 2 人の教師も参加しました。生徒たちは、ほ
とんどがスポーツ吹矢初体験。それでも全員がスポーツ吹矢の魅力をすぐ理解して真
剣に的を狙いました。10 ｍで高得点をあげた生徒は「オリンピックの種目になればい
いな !」と期待していました。
　西川師範は「これからもスポーツ吹矢を若年層へ確実に広げ、国民的スポーツへと
育てていきたいと強く考えています」と官民連携により実現した体験会に強い手応え
を感じたようです。

千葉県「流山市フジタカ支部」小学校で官民連携の体験会千葉県「流山市フジタカ支部」小学校で官民連携の体験会
16 人の児童が体験「オリンピックの種目になればいいな」16 人の児童が体験「オリンピックの種目になればいいな」

2025
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　「流山市吹矢協会」（会長は小室陽一准師範）は 11 月 12 日、「2025 年 第９回 流山市
大会」を千葉県流山市のキッコーマンアリーナで開催しました。
　当日は、「流山市フジタカ支部」（西川敏幸支部長）、「なづかり幸吹支部」（妹尾護支
部長）、「船橋サザンカ支部」（永尾博次支部長）、「野田支部」（肘井博志支部長）、「千
葉若葉桐花支部」（加藤久明支部長）、「千葉若葉梨花支部」（斎藤淑子支部長）の６支
部と 2 つの吹矢同好会から総勢 80 人が集結。会場は朝から活気に包まれました。
　競技は、個人戦「10 ｍ男子」「10 ｍ女子」「8 ｍ男女」の 3 種目で実施され、各 4 ラ
ウンドの合計得点によって順位を決定。集中力と安定感が求められる真剣勝負が繰り
広げられました。

支部対抗の団体戦も

　参加支部ごとに編成された団体戦は 5 人が各 1 本ずつ吹いて 6 ラウンドで行う方式。
個々の力に加え、チームとしての一体感が試され、レーンごとに声援と拍手が飛び交
いました。

「楽しくなければ吹矢じゃない」ワイン 10 本・賞品多数の大抽選会も

　個人戦、団体戦に続いて行われた「大抽選会」は、会場が一気に盛り上がり最高潮
に達しました。
　「楽しくなければ吹矢じゃない」という考えに賛同する「なづかり幸吹支部」の妹尾
護支部長からは特別賞としてワイン 10 本が提供され、会場からはどよめきと歓声が上
がりました。振興協会からも用具など多くの賞品が提供され、会場は終始和やかな雰
囲気に包まれました。

西川師範「支部や所属の枠超え吹矢の輪広げたい」

　西川師範は「県内から多くの方にご参加いただき、交流も深める大会になりました。
今後も支部や所属の枠を超えたつながりを大切にしながら、吹矢の輪を広げていきた
い」とリーダーの決意を語っています。

千葉県「第 9 回 流山市大会」千葉県「第 9 回 流山市大会」
強豪６支部と 2 つの同好会から 80 人が真剣勝負強豪６支部と 2 つの同好会から 80 人が真剣勝負
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　「第 3 回矢板市スポーツ吹矢オープン大会」（「一般社団法人スポーツ吹矢振興協会」、
「矢板市スポーツ吹矢オープン大会実行委員会」＝大会実行委員長「矢板ながみね支部」

湯澤正樹支部長＝共催）が 11 月 21 日（金）、矢板市文化スポーツ複合施設で開催さ
れました。
　当日は、栃木県内 4 支部のほか茨城県 4 支部、埼玉・東京・千葉から各 1 支部が参
加、さらに吹矢愛好家を含め、当初の予定を上回る計 62 人の吹矢アスリートが参戦す
る盛況ぶりとなりました。
　競技は男女混合の「10 ｍ」、「８ｍ」、「６ｍ」、「マスターズ 75」（８ｍ）の 4 種目、各
６ラウンドの合計得点で順位を競いました

勝負は大接戦、1 本矢による決定戦も

　今大会は大接戦となり「１０ｍ」は 3 位と 4 位、「6m」も 2 ～ 4 位が同点。いずれ
も順位は 1 本矢による決定戦に持ち込まれました。

7 点に入れば「大福」、歓声と笑顔の「ゲーム大会」

　本競技終了後には恒例の「ゲーム大会」を実施。7 点に入れば「大福」がもらえる
1 本勝負でしたが、なかなか７点に入らず、最終的には全員に「大福」を配布し、会
場は笑顔に包まれました。また、入賞を逃した約 50 人には「お楽しみ賞」を用意。矢
10 本入り 4 セットや筒袋などの賞品を揃え、じゃんけんで選ぶなど、最後まで楽しめ
る大会運営が参加者から好評でした。

「入賞逃しても楽しめる大会」と湯澤正樹実行委員長

　湯澤大会実行委員長は「来年も同時期に開催予定です。参加費 1,000 円は据え置き、
入賞を逃しても楽しめる工夫を続けたい」と語り、早くも第 4 回大会開催へ意欲満々
でした。
　 振興協会から田口貴事務局長が参加しました。

「米寿」のアスリート・佐藤守三段と
喜佐見キノイさんに筒袋贈呈
　大会では、最年長参加者の佐藤守三段「矢板ながみね
支部」と喜佐見キノイさん「矢板シニアクラブ末広会支
部」のお二人に筒袋が贈呈されました。
　共に 88 歳。年齢を感じさせないお元気な姿、矢さば
きに会場から大きな拍手が送られました。

栃木県「第 3 回矢板市スポーツ吹矢オープン大会」栃木県「第 3 回矢板市スポーツ吹矢オープン大会」
5 都県から11 支部集結、62 人が大熱戦展開5 都県から11 支部集結、62 人が大熱戦展開
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〈参加支部〉【栃木県】矢板ながみね支部（湯澤正樹支部長）、宇都宮西原支部（市村吉二支部長）、矢板中
る支部（大武光子支部長）、矢板シニアクラブ末広会支部（山口忠男支部長）【茨城県】笠間中央支部（山
口富男支部長）、結城えがわ支部（石田宣久支部長）、古河せせらぎ支部（佐藤義徳支部長）、水戸葵支部（鶴
田善明支部長）【埼玉県】フリーダム川口支部（下野和朗支部長）【東京都】ペア―新百合ヶ丘支部（手嶋
英成支部長）【千葉県】流山市フジタカ支部（西川敏幸支部長）

　東京都の「板橋区中央支部」（鈴木義敬支部長）、「板
橋区撫子支部」（鈴木佐多美支部長）、「スポーツ吹矢
巣鴨朝日会支部」（篠原昭敏支部長）の３支部合同に
よる「スポーツ吹矢８点的ペアマッチ大会」が 11 月
29 日、板橋区立下赤塚前集会所で開催されました。
　６月７日に開催した「スポーツ吹矢８点的大会（個
人戦）」に続き２回目となります。

鈴木紘一マスターズ六段と木内眞弓三段のペアが 263 点で優勝

　ペアを組む相手と吹き順を当日のくじ引きで決め、7m・４
ラウンドのペア合計得点で順位を決定。くじ引きならではの
意外な組み合わせにワクワク感があり、誰もが楽しめる試合
になりました。
　試合は、鈴木紘一マスターズ六段「スポーツ吹矢巣鴨朝日
会支部」と木内眞弓三段「板橋区撫子支部」のペア＝写真＝
が２６３点で優勝。「スポーツ吹矢巣鴨朝日会支部」の篠原支部長が１３８点を出し
最高得点賞に。
　鈴木義敬支部長（六段）は「６月の個人戦と今回のペアマッチ戦を、毎年楽しみ
にしていただける大会に育てていきたいと思います。今回は時間の都合で４ラウン
ドのみでしたが、今後は６ラウンドに拡大できるよう工夫していきます」と語り、
より充実した大会開催へ意気込みを示しています。
　振興協会からは堀井達矢普及部長が参加しました。

板橋区で３支部が「スポーツ吹矢８点的ペアマッチ大会」板橋区で３支部が「スポーツ吹矢８点的ペアマッチ大会」
意外な組み合わせにワクワク、誰もが楽しめる大会に意外な組み合わせにワクワク、誰もが楽しめる大会に
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　「島根県スポーツ吹矢振興協会」（会長・
髙根俊夫准師範）主催、「一般社団法人ス
ポーツ吹矢振興協会」後援による「第 2
回 スポーツ吹矢 島根大会（出雲神在月杯）」
が 11 月 9 日（日）、島根県出雲市の鳶巣コ
ミュニティセンターで開催されました。
　当日は、出雲市の「スポーツ吹矢鳶巣支
部」（中島薫支部長）、「かわとひめくらぶ
支部」（花原良治支部長）、「斐川エアポート支部」（福島勲支部長）、雲南市の「島根
うんなん支部」（土江清夫支部長）の島根県内 4 支部のほか兵庫県の「すもとアイア
イ支部」（浜辺望支部長）、広島県の「チーム・パル五日市支部」（菊田勝支部長）の
県外 2 支部、さらに吹矢同好会からの参加もあり、総勢 42 人の吹矢アスリートが心
技練磨の成果をぶつけ合い、交流も楽しみました。

全選手の得点を逐次ホワイトーボードで案内

　競技は、男女混成の「10 ｍ」と「8 ｍ」、男子「６ｍ」、女子「6 ｍ」の 4 種目、各
６Ｒの得点を競い合いました。
　選手の得点は会場に用意されたホワイトボードの採点表に逐一書き込まれ、ラウン
ドを重ねるごとに、参加者は互いの健闘を称え合いながら、一吹き一吹きに思いを込
めて的を狙いました。
　本競技終了後にはビンゴ的を使用した団体戦も。

髙根俊夫准師範「島根からスポーツ吹矢の魅力発信する」
「後進育成の場として大会継続する」

　各クラスの優勝・準優勝・第 3 位のほか、「飛び賞」や「パーフェクト賞」も設けられ、
参加者全員に賞品が贈られました。
　髙根会長は「交流の輪を広げるとともに、後進育成の場としても大会を継続してい
きたい。第 3 回大会の開催を目指し、島根からスポーツ吹矢の魅力を発信していきま
す」と力強く宣言しました。
　振興協会からは田口貴事務局長が参加しました。

「第 2 回 スポーツ吹矢島根大会（出雲神在月杯））開催「第 2 回 スポーツ吹矢島根大会（出雲神在月杯））開催
兵庫・広島の 2 支部も参加、42 人が神話の舞台で激突・交流兵庫・広島の 2 支部も参加、42 人が神話の舞台で激突・交流
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「一般社団法人スポーツ吹矢振興協会」へ「一般社団法人スポーツ吹矢振興協会」へ

全国で地域支部続々誕生中 !!全国で地域支部続々誕生中 !!

　これまで活動していた
「なこそ吹風支部」の藤

井宏英支部長の勧めによ
り新たな気持ちで支部を
設立。現在は 10 人の仲
間とともに活動中です。  

「青空のように爽やかで
心が晴れ晴れするイメージ」から支部名に「スカイブ
ルー」を採用。スポーツ吹矢は腹式呼吸を基にした基本
動作が大切な競技です。得点にとらわれすぎず、基本
を疎かにしないよう心掛けて練習しています。競技中は
緊張感がありますが、休憩時には笑顔が絶えません。年
3 回、さまざまな的紙を使った支部内大会を開催。身体
が動く限り続けたいという仲間も多く心強いです。今後
も吹矢を通じ、皆の健康寿命を延ばしていきたいです。

青空のように爽やかで心が晴々とする支部
スポーツ吹矢楽しみ健康寿命延ばしたい

福島
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会

いわきスカイブルー支部
四家 和也 支部長（二段位）

　当支部は約 18 年前、吹矢好き 5 人（ほとんどが女性）
で隔週練習を行う同好会としてスタート。活動は次第
に毎週開催となり、メンバーも増え、最盛期には 24
人を数えるまでになりました。練習は越谷市赤山交流
館を拠点に、一時は独自の認定試験を実施するなど技
術向上にも取り組んできました。
　現在は母体となる CM クラブの会員 20 人（男性 6 人）
のうち 12 人が振興協会に所属。コロナ禍で参加者が
減少した際も声かけを続け、現在は常時 15 人ほどが
参加しています。練習は自由練習に加え、くじ引きで
チームを分けたゲーム形式を取り入れ、「楽しくなけ
れば吹矢じゃない」をモットーに、和やかで笑顔あふ
れる活動を続けています。

18年の伝統誇る20人の大型支部
「楽しくなければ吹矢じゃない」和やかで笑顔あふれる活動

埼玉
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会

越谷赤山支部
宮田 達美 支部長（三段位）

　2014 年 12 月、 吹 矢
同好会として発足、健
康作りと仲間との交流
の 場 と し て 11 年 間 活
動 を 続 け て き ま し た。
2025 年 9 月、活動を将
来へ継続するため役割
分担による運営を決意し、会員 15 人でスポーツ吹矢
振興協会へ入会、支部設立を進めました。
　練習会は毎週水曜 13 時 30 分から 2 時間、労働会
館大講堂で実施。月末には記録会を行い、集中力と技
術向上に努めています。基本動作と呼吸法を大切にし、
和やかな雰囲気の中で継続的な健康づくりに取り組ん
でいます。練習後の談笑や季節行事も大切にし、吹矢
を通じて健康長寿と仲間の輪を広げています。

基本動作と呼吸法大切に継続的な健康作り
月末の記録会で集中力と技術向上に努める

千葉
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会

キッコーマン紫交会スポーツ吹矢支部
岩口 嶽市 支部長（四段位）

　我が支部は、吹矢仲間の中でも大会参加予定者を中
心に声をかけたことをきっかけに結成されました。
　現在は、他団体の会員や無所属の方、大会に出場す
る方・しない方、複数の練習場所に参加している方な
ど、立場や目的の異なる多様な仲間が集まっています。
市内 4 か所で練習を行い、広い会場で自由練習がで
きる際には、井戸端会議を交えながら和やかに交流す
る時間も大切にしています。
　今後は、自由参加の幅をさらに広げていきたいと考
えており、他流試合や見学の他、ひやかし参加も大歓
迎です。
　ご興味のある方は、下司（geshi318@gmail.com）
までお気軽にご連絡ください。

立場や目的の異なる多様な仲間が市内４か所で練習
他流試合・見学・ひやかし大歓迎、自由参加の幅広げたい

埼玉
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会

南越谷支部
下司 義雄支部長（三段位・公認指導員）

　吹矢講座に見学に来られた方
が興味を示され少人数ではじめ
たところ、活動を休止中だった
仲間との合流を経て支部設立と
なりました。
　週１回楽しく和気あいあいと
練習をしています。
　支部名の〝スカイ〟は「明るく・
楽しく・可能性は無限大」という私たちのモットーを
表し、〝フクロウ〟は鋭い視力で的を見据える姿に重ね、
互いを支え高め合う精神を象徴しています。
　取手市は３支部体制となり、目標は年２回の合同親
睦大会の開催です。地域全体で士気を高め、フレイル
予防を合言葉に楽しく続けられる支部づくりと会員増
を目指します。

「明るく・楽しく・可能性は無限大」がモットー
年２回の取手市 3 支部の合同親睦大会開催が目標

茨城
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会

取手スカイ・フクロウ支部
田村 功 支部長（准師範・六段位・上級公認指導員）

　「スポーツ吹矢西部西船支部」（朝岡正昭支部長）、「ス
ポーツ吹矢西部本中山支部」（高橋克仁支部長）、「ス
ポーツ吹矢西部市川支部」（冨岡妙子支部長）の 3 支
部は合同で毎週火曜日の午後 3 時から 6 時まで船橋
市西部公民館で活動しています。
　個人練習を中心としながら、練習の前後には体操を
行い、部員の健康維持にも配慮しています。隔週で「７・
５・３」を狙うゲームやビンゴ的を使った練習を取り
入れ、楽しみながらも真剣に技術向上に取り組んでい
ます。練習の合間には会話や笑い声があふれ、和気あ
いあいとした明るい雰囲気です。
　今後も見学会などを通じてスポーツ吹矢の楽しさを
伝え、仲間の輪を広げていきます。

３支部合同の練習で楽しみながら技術向上図る
見学会開催などで吹矢の楽しさ伝え、仲間の輪広げる

千葉
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会

スポーツ吹矢西部 西船支部 朝岡 正昭支部長（三段位）
スポーツ吹矢西部 本中山支部 高橋 克仁支部長（二段位）
スポーツ吹矢西部 市川支部 冨岡 妙子支部長（初段位）

　美里町中央公民館で
実施された生涯学習講
座としてのスポーツ吹
矢が 2 年間行われ、講
座終了時に「このまま
やめてしまうのはもっ
たいない」という参加
者の声を受けて愛好会を発足しました。その後、町の
スポーツ協会に加入し、現在は原則として毎週金曜日
の午前中に練習を行っています。
　年 3 回の会員大会を開催し、その様子は町の広報
誌を通じて町内に紹介しています。また、御船町のグ
ループとの交流大会にも年 2 回程度参加しています。
練習や大会では笑い声の絶えない和気あいあいとした
雰囲気の中で、スポーツ吹矢を楽しんでいます。

公民館の生涯学習講座から生まれた笑い声の絶えない支部
会員大会、交流大会、町のスポーツ協会にも加入

熊本
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会

美里町スポーツ吹き矢愛好会支部
堀口 章 支部長（1 級位）

　当支部は、会員同士
の交流を深めるととも
に、肺活量の向上を目
的として設立しました。
現在は 18 人がメンバー
と し て 登 録 し て お り、
毎月 1 回、18 日に 2 時
間の練習を行っています。
　練習では講師が一人ひとりに対してその都度丁寧な
指導を行い、基礎の確認と技術向上に努めています。
会員の交流も大切にしているため、練習中は和気あい
あいとした雰囲気に包まれ、楽しみながら継続的に活
動できることが支部の大きな魅力です。今後も互いに
励まし合いながら練習を重ね、技量の向上と健康づく
りを目指していきます。

会員の交流と肺活量の向上を目的とする18人の支部
和気あいあい楽しみながら継続的に活動

山梨
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会

石橋シニアクラブ支部
曽根 修一 支部長

　山形県の「チーム平野支部」と「チームしらたかプラス支部」（両支部とも金田正
支部長）による「第 8 回 しらたか大会」が 12 月 5 日と 12 月 12 日の 2 日間、白鷹
町蚕桑コミュニティーセンターで開催されました。

　当日は両支部から総勢 20 人が参加しました。
 競技は 10 ｍ・9 ｍ・8 ｍ・6 ｍ（いずれも男女混成）の 4 種目、
各 4 ラウンドで行われました。
得点は４R の合計点数に「7・5・3・1」を揃えると 20 点、

「ビンゴ」は 1 ライン 10 点、2 ライン 30 点の得点をそれぞ
れ加算し、その最終合計得点で順位を決めました。
　なお「チームしらたかプラス支部」独自のルールとして、
三段・四段は 9 ｍで競技を行い、それぞれが日頃の練習の
成果を発揮しました。
　各クラスの優勝者には記念のトロフィーが贈られました。

　その後の納会では、競技の緊張から解放された参加者同士が語らい、笑顔あふ
れる交流の時間となりました。

「凄い盛り上がり、嬉しい限り」と金田支部長

　金田支部長は「前年からは考えられないほどの盛り上がりでした。嬉しいかぎ
りです」と今後の普及に大きな手応えを感じた様子でした。

山形県「第 8 回 しらたか大会」開催山形県「第 8 回 しらたか大会」開催
20 人が各種目の優勝記念トロフィーをかけ大熱戦！20 人が各種目の優勝記念トロフィーをかけ大熱戦！

2025
12/5・12

写真左より●10m優勝　紺野徹六段（チームしらたかプラス支部）
　　　　　● 9 ｍ優勝　山口政人さん（チームしらたかプラス支部）
　　　　　● 8 ｍ優勝　菅野純子二段（チームしらたかプラス支部）
　　　　　● 6 ｍ優勝　鈴木恵美子二級（チーム平野支部）

↗

↙
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2026年 春季 上級公認指導員・公認指導員資格認定試験2026年 春季 上級公認指導員・公認指導員資格認定試験
【 開 催 日 時 】
【 開 催 場 所 】

【 受 験 資 格 】

【 試 験 内 容 】

【 受 験 料 】
【 認 定 料 】
【 申 込 方 法 】

【 申 込 締 切 】
【 お 問 い 合 わ せ 】

2026年 4 月 24 日（金）13：00 ～16：30（受付開始 12：45 ～）2026年 4 月 24 日（金）13：00 ～16：30（受付開始 12：45 ～）
東京都中央区立総合スポーツセンター　地下１F　第 2 小体育室
東京都中央区日本橋浜町２丁目５９−１ 中央区立浜町公園内
●公認指導員：スポーツ吹矢歴 2 年以上かつ 18 歳以上で、三段位以上の者
●上級公認指導員：公認指導員歴 1 年以上、四段位以上の者
学科試験／座学／実技試験／基本動作講習
詳しくは振興協会 HP「指導員試験実施のお知らせ」の実施要項にてご確認下さい。
10,000 円（申込確認後、払込票を郵送します）
10,000 円（認定料は試験合格時に発生します）
振興協会 HP「指導員試験実施のお知らせ」より専用申込書を出力し、
申込書に必要事項を記入の上、FAX もしくはメール、郵送にてお申込み下さい。
◆ FAX/03-6206-2674　◆ E-mail/info@sports-fukiya.jp 
◆〒 103-0006 東京都中央区日本橋富沢町 7-9 京桜興産ビル２Ｆ 
★申込受付後、試験に必要な「指導員用スポーツ吹矢規則集」及び「スポーツ吹矢の魅力と手引き」、受験料払込票を
お送りいたします。 
FAX またはメールにて 2026年3月10 日（火）～2026年 4 月10 日（金）17：00 まで2026年3月10 日（火）～2026年 4 月10 日（金）17：00 まで にお申し込みください。 
一般社団法人スポーツ吹矢振興協会事務局 TEL03-6206-2673

立春は過ぎたとはいえ、まだまだ寒い日が続きます。

しかし、この寒さをものともせず、全国各地の皆さんの活動は、す

こぶる「熱い！」です。

今号の段位級位合格者は 243 名！ しかもこの３ヶ月の間に 2 級に

合格し 1 ヶ月後に 1 級合格。同じく 1 級合格後に初段も合格という方が何人もいらっ

しゃる。実際の認定申請は、それ以上なのです。

本部主催で行われた新春８点的大会、開催は年が明けて間もない 1/14 日。それでも、

募集定員はあっという間に埋まってしまいました。即、私達に来年の新春大会の規

模や開催方法の改良を決意させるほどの「熱さ」でした。

慌ただしい年末に開催された冬の「全国一斉記録会」にも 1,368 人もの参加者が。

「熱さ」ばかりでなく「勢い」も「パワー」も感じざるを得ません。

来月 3 月からは、さらに春の活動が本格化してきます。

香川県丸亀市での初の「四国大会」を皮切りに、4 月には大人気の「日刊杯」、そし

て富山市でも初の「北陸大会」を開催。「スポーツ吹矢」は着実に全国に大きな広が

りをみせています。

我々事務局一同も皆様に負けず「熱く！」がんばってまいります！

お問い合わせ
私の日々の活動を紹介するホームページ内のブログ「今日も吹
矢日和」も引き続き、ご愛顧のほどよろしくお願いします。

事務局長 田口 貴

TEL 03-6206-2673（事務局）
★たくさんのお問い合わせ、お待ちしています！

５人集まれば新規支部が作れます！

吹矢愛好者ならどなたの入会も大歓迎。他団体でお持ちの段位、級位、資格も同待遇で認定します。

ビックサクセスの吹矢商品、
1 度に限り 20％引き。入門セットも
会員価格で購入できます

入会特典

入会費・年会費入会費・年会費  ００円円
新規入会者・現会員新規入会者・現会員
年会費 撤廃します !!年会費 撤廃します !!

上級公認指導員・公認指導員上級公認指導員・公認指導員

「資格維持費」「資格維持費」２年間２年間００円円
2025～

2026年度  

期間延長!! 今後２年間いただきません!! 編集後記

新規支部新規支部 全国大募集 !!全国大募集 !!
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の

名
選
手
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン
キ
ー
ス
で
も
活

躍
し
た
松
井
秀
喜
さ
ん
と
と
も
に
国
民
栄
誉
賞

も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

長
嶋
さ
ん
の
訃
報
を
受
け
て
米
国
の
有
力
紙
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
は
「
日
本
の
Mr.
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
が
死
去
し
た
。
経
済
大
国
の
地
位
を

築
き
つ
つ
あ
っ
た
日
本
の
復
興
の
象
徴
だ
っ
た
」

と
報
道
し
ま
し
た
。

　

ま
た
読
売
巨
人
軍
で
一
緒
に
Ｏ
Ｎ
時
代
を
築

い
た
王
貞
治
さ
ん
は
「
長
嶋
さ
ん
は
日
本
の
野

球
を
国
民
に
根
付
か
せ
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
に
育

て
た
」
と
功
績
を
偲
び
ま
し
た
。

  

ダ
イ
セ
イ
コ
ー
が
企
業
と
し
て

ダ
イ
セ
イ
コ
ー
が
企
業
と
し
て

  

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
支
え
る

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
支
え
る

　

読
売
巨
人
軍
は
プ
ロ
野
球
の
歴
史
あ
る
伝
統

の
球
団
で
す
。

　

親
会
社
は
全
国
紙
の
読
売
新
聞
社
。

　

実
は
青
柳
清
は
自
分
が
創
始
し
た
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
の
振
興
の
た
め
巨
人
軍
の
親
会
社
の
読
売

第
19
回

文
中
敬
称
略

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
と
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
と
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

ダイセイコー４０周年記念事業
「アド・トラック」が銀座を走行（２０１８年７月）

青柳清はスポーツ吹矢をダイセイコーが企業として支えるこ
とを考えたことも。

受験者受験者
大募集大募集

4/24

なんと！「的スタンド 1 台」&「NEW 矢５ケース」を
新規支部ごとにプレゼント

【12】令和 8 年 2 月17 日（火）発行 一般社団法人 スポーツ吹矢振興協会 会報


